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令和 2（2020）年度 第 1 回 水工学委員会および幹事会 
 
日 時：令和 2 年 6 月 4 日（木）14:00～16:00 
場 所：zoom 
 
０．清水委員長挨拶 
≪報告事項≫ 
１．令和1-2年度水工学委員会構成と年間スケジュール（幹事長） 資料１ p.1 

２．令和2年度水工学に関する夏期研修会の延期について（高知，幹事長） 資料２ p.5 

３．水シンポジウム2020inぐんまの延期について（幹事長） 資料３ p.7 

４．部会・小委員会・関連委員会の活動報告及び活動計画 資料４p.11 
➢部 会 ：水文部会（田中賢委員，資料4-1） 

河川部会（渡邉委員，資料4-2） 
基礎水理部会（杉原委員，資料4-3） 
環境水理部会（矢野委員，資料4-4） 

➢小委員会 ：水害対策小委員会（赤松委員，資料4-5） 
        流量観測高度化小委員会（椿委員，資料4-6） 

    河道管理小委員会（田中規委員・戸田委員，資料4-7） 
グローカル気候変動適応研究推進小委員会），ISO/TC113小委員会 

➢関連委員会：IAHR Japan Chapter，IAHR-APD2020札幌（田中規委員・川村委員，資料4-8） 
河川懇談会（道奥座長欠席（代理 清水委員長），資料4-9） 
CommonMP，流域管理と地域計画の連携，水理公式集編集小委員会，土木学会論文集 
編集委員会，減災・防災委員会，海岸，沿岸域気候変動，沿環連，地球環境，環境シ

ステム，ISO対応，出版委員会 

５．水工学委員会の活動度評価（幹事長） 資料５ p.45 

６．その他                

  ・インフラメンテナンス総合委員会委員選出（戸田委員），日中シンポジウム（梅田委員，矢野委員） 

 
≪協議事項≫ 
１．令和 2 年度第 65 回水工学論文集査読スケジュール・編集作業（鼎編集幹事長） 協議資料１ p.1 
２．令和 2 年度以降の水工学講演会の開催について（手計委員，森脇委員，幹事長）  協議資料２ p.8 
３．水工学ｵﾝﾗｲﾝ WG 立上げ，水工学ｵﾝﾗｲﾝ連続講演会の開催（幹事長，溝口委員）   協議資料３p.19 
４．令和 4 年度水シンポジウム 2022in やまがた（幹事長，風間委員）     協議資料４p.21 
５．第25回水シンポジウム2021inぐんまの実施体制（幹事長） 協議資料５p.24 

６．水理公式集例題集編集小委員会の立上げの提案（清水委員長）     協議資料６p.25 
７．R2 年度第二回水工学委員会の委員長選挙方法（幹事長）        協議資料７p.29 
８．令和２年度の水工学委員会の予算について（幹事長） 協議資料８p.31 

９．副委員長の役割（幹事長）         協議資料９p.35 
１０． その他 
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○水工学論文賞選考委員会報告（鼎編集幹事長） 

１．令和元年度水工学論文賞，同奨励賞候補論文について 

２．その他 

 



清水 義彦 委員長

二瓶 泰雄 幹事長

部会

水文部会
田中賢治 部会長

基礎水理部会
杉原 裕司 部会長

環境水理部会
矢野真一郎部会長

常置小委員会

水工学論文集
編集小委員会

鼎 信次郎 幹事長

沿岸域の気候変動影
響評価・適応検討に
関する小委員会
小林健一郎委員

（グローカル気候変動
研究推進小委員会）

地球環境委員会
中山 恵介 委員
（グローカル気候変動
研究推進小委員会

委員長）

海岸工学委員会
入江政安 委員

出版委員会
宮本 仁志 委員

企画研究委員会

環境システム委員会
矢野真一郎委員
（環境水理部会長）

沿岸環境関連学会
連絡協議会

横山勝英 委員

水工学委員会・
土木計画学委員会

流域管理と地域計画の
連携方策研究小委員会
立川康人 座長

土木学会論文集編集委員会
（集編集調整会議）

B部門合同編集小委員会
（通常号）
横木裕宗 委員長
鴫原 良典 幹事長
稲垣 厚至 幹事
瀬戸 心太 委員
横嶋 哲 委員
椿 涼太 委員
吉川 泰弘 委員
本田 隆英 委員
鈴木崇之 委員

河川懇談会
道奥康治 座長
二瓶泰雄 幹事長

国土交通省
水管理・国土

保全局

国土交通省
水管理・国土保全局

都市局
産業界

水理公式集
編集小委員会

清水義彦 委員長
二瓶泰雄 幹事長

CommonMP開発・
運営コンソーシアム
山田正 委員長
風間聡 幹事長

ISO対応特別委員会
堀田哲夫 委員

ホームページ担当
重枝 未玲 委員

河川部会
渡邊 明英 部会長

内田龍彦 幹事長
鼎信次郎 委員

減災・防災委員会

緊急対応マネジメント小
委員会
岡田将司 委員
（水害対策小委員会幹事長）

田中茂信 委員
（水害対策小委員会委員長）

2019-2020水工学委員会（2020/6/4現在）

研究小委員会

流量観測技術高度化
研究小委員会

椿 涼太 委員長

河道管理研究小委員会
田中規夫 委員長
戸田祐嗣 幹事長

グローカル気候変動
研究推進小委員会

中山恵介 委員長
小林健一郎 幹事長

水工ML担当
梅田 信 委員
川村 里実 委員

水害対策小委員会
田中茂信 委員長
岡田将司 幹事長

ISO/TC113小委員会
深見 和彦 委員長

赤字：不明分

水理公式集例題集
編集小委員会
泉 典洋委員長

水工オンラインWG
溝口敦子 委員
入江政安 委員
内田龍彦 委員
佐山敬洋 委員

インフラメンテナンス
総合委員会

健康診断小委員会
戸田祐嗣 幹事
知の体系化小委員会
戸田祐嗣 委員

審議事項 新規

水工学講演会
2019（第64回・埼玉）田中規夫 委員
2021（第66回・富山）手計太一 委員
2022（第67回・愛媛）森脇 亮 委員

水シンポジウム
2021（第25回・群馬）清水義彦 委員長
2022（第26回・山形）風間 聡 委員

水工学に関する夏期研修会
2019（第55回・愛知）戸田祐嗣 委員
2021（第56回・高知）高知大・張先生

（森脇亮 委員）

資料１



水工学委員会年間予定表（2020-）

当初予定 対応 変更後

3月 3/18　基礎水理シンポ 延期 時期未定

4月 4月？　流量合同観測 中止

5月 5/29　水工学論文集締切 延期

6/4　R2年度第一回水工学委員会 オンライン 6/4R2年度第一回水工学委員会

6/10-11　河川シンポ 中止

6/30水工学論文集締切

7月 7/2-3　環境水理部会研究集会in久慈川 延期 秋以降

8月 8/27-28　水工学に関する夏期研修会in高知 延期 1年後

9/9-11　全国大会in名工大 オンライン 9/9-11全国大会

9/14-17　IAHR-APDin札幌 オンライン 9/15-16IAHR-APD

11/4-6　第65回水工学講演会in富山
審議（オンラ
イン？）

11/4　R2年度第二回水工学委員会
審議（オンラ
イン？）

11/12-13　第25回水シンポin群馬 延期予定

12月 12/9　流域管理小委員会WS 未定

5月 5/29　水工学論文集締切 予定通り

6月 6月？　R3年度第一回水工学委員会 予定通り

7月 7月　第26回水シンポin山形 延期 1年後

8月？水工学に関する夏期研修会in高知

8/26-27　第25回水シンポin群馬

11月 11/5-7第66回水工学講演会in愛媛 検討中

12月 12月第66回水工学講演会in富山

7月 第26回水シンポin山形（時期未定）

11月 11月？第67回水工学講演会in愛媛

2022年

2020年

11月

9月

6月

8月

2021年



R1-2

NO. 氏名 所属 役職，担当 種類 幹事 水害 グローカル 河道 流量 流域 COMMON 土論B IAHR 公式集 水文 基礎 環境 河川

1 清水 義彦 群馬大 委員長 専門 委員長 オ 〇 幹事長 元部会長

2 二瓶 泰雄 理科大 幹事長 専門 幹事長 幹事 〇 主査 元部会長

3 鼎 信次郎 東工大 編集幹事長 専門 編幹 委員 〇

4 竹林 洋史 京大防災研 前幹事長 近畿 〇 前幹事長 元幹事長 〇 副部会長

5 宮本 仁志 芝浦工大
前編集幹事長，出版委員

会委員
専門 〇 前編幹 〇 〇 元部会長

6 田中賢治 京大 水文部会部会長 専門 〇 部会長

7 杉原 裕司 九州大 基礎水理部会部会長 西部 部会長

8 矢野 真一郎 九州大 環境水理部会部会長 専門 〇 幹事 元委員長 部会長

9 渡邊 明英
東京建設コンサ

ルタント
河川部会部会長 専門 部会長

10 椿　涼太 名古屋大
流量観測高度化研究小委

員会委員長
専門 〇 〇 委員長 〇 〇

11 田中茂信 京大防災研 水害対策小委員会委員長 専門 〇 委員長

12 中山 恵介 神戸大
グローカル小委員会委員

長
近畿 〇 元幹事長 委員長 〇

13 田中 規夫 埼玉大

河道管理研究小委員会委

員長／IAHR Japan

chapter副支部長

専門 〇 委員長 〇 副支部長 〇

14 内田　龍彦 広島大

土木学会論文集編集調整

会議幹事長，水工オンラ

インWG

専門 〇 〇 幹事長 〇 副部会長

15 赤松良久 山口大
土木学会論文集B部門幹

事
専門 〇 前幹事長 〇 〇 前幹事長 〇

16 立川 康人 京大
流域管理と地域計画の連

携方策研究委員会座長
近畿 〇 元幹事長 座長 部会長 幹事

17 風間 聡 東北大
COMMON　MP幹事長／水シ

ンポ2022山形担当
専門 〇 前委員長 幹事長 元部会長

18 泉 典洋 北大
水理公式集例題集編集小

委員会委員長
専門 〇 オ 前委員長 幹事 〇 元部会長

19 手計　太一 富山県立大 2020年水工学講演会担当 専門 〇 〇 〇

20 溝口　敦子 名城大 水工オンラインWG 専門 〇 〇 〇 〇

21 佐山 敬洋 京大防災研 水工オンラインWG 専門 幹事 〇 〇

22 山田 朋人 北大 北海道 〇 〇 〇

23 川村　里実 寒地土木研究所 水工ML担当 北海道 幹事 〇

24 梅田信 東北大 水工ML担当 東北 〇 〇

25 川越 清樹 福島大 東北 幹事 オ

26 芳村 圭 東大 関東 〇

27 知花 武佳 東大 関東 元編幹 幹事 〇
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武若 聡 筑波大

山田   正 中央大 顧問

中川   一 京大防災研 顧問

 寶　 馨 京大防災研 顧問

道奥 康治 法政大学 河川懇談会座長 顧問

中北　英一 京大防災研 顧問

29 横山 勝英 首都大学東京 関東 〇 〇

30 田端　幸輔 中央大 関東 〇

31 戸田 祐嗣 名古屋大
河道管理研究小委員会幹

事長／夏期研修会19担当
中部 〇 元編幹 〇 幹事長 幹事 元部会長

32 谷口　健司 金沢大 中部 〇

33 武田　誠 中部大 中部 元幹事

34 堀 智晴 京大防災研 近畿 元委員長

35 入江 政安 大阪大
海岸工学委員会交換委

員，水工オンラインWG
近畿 〇 オ

36 大石 哲 神戸大 近畿 元編幹 オ ○ 元部会長

37 吉田 圭介 岡山大 中国 〇 〇

38 三輪 浩 鳥取大 中国

39 森脇　亮 愛媛大
2021夏期研修会担当／

2021水工学講演会担当
四国 〇 〇

40 重枝 未玲 九工大 HP担当 西部 〇 〇 〇

41 森本　輝

国交省・河川計

画課河川計画調

整室長

関東

42 諏訪 義雄 国総研 関東 副部会長

43 萬矢　敦啓
土木研究所

（ICHARM)
ISO担当 関東 〇

44 佐藤隆宏 電中研 関東

45 炭田　英俊 日本工営 関東

46 天野 光歩 建設技術研究所 関東

47 片山　直哉
パシフィックコ

ンサルタンツ
関東

48 藤原　賢也 国際航業 関東

49 小原　一哉 いであ 関東

50 石徹白　伸也
八千代エンジニ

ヤリング
関東



௧2年度水工学に関する夏期研修会

㛤ദ期間䠖௧2年8月27᪥（ᮌ）䞊28᪥（㔠）

㛤ദሙᡤ䠖高知ᕷၟ工会㤋（予⣙῭䜏）

http://kochi-syokokaikan.arrow.jp/

ເ集ேᩘ䠖ྛ䝁䞊䝇150名

䠘ᢸ当䠚

水工学䠖高知大学ᙇᾈඛ⏕䚸高知高ᑓᒸ⏣ᑗඛ⏕

ᾏᓊ工学䠖ᚨᓥ大学山中ு一ඛ⏕

＜当初案＞

資料Ӽ



4/13 高知大学䞉ᙇඛ⏕䛸オンラインᡴ合䛫

䊻通ᖖ㛤ദ䛿㞴䛧䛔䠊ᇳ⾜部䛷ุ᩿䛧䛶䜋䛧䛔䛸౫㢗䠊

4/14-16 ᾏᓊ工学委員会ᇳ⾜部䛸䝯イ䝹審議

䊻1年延期䛸ุ᩿

4/17 ᙇඛ⏕に㐃⤡䠈ᢎ䠊

௧2年度水工学に関する夏期研修会 延期䛾⤒⦋



第25回 水シンポ䝆䜴䝮2020in䛠䜣䜎

㛤ദ期間䠖௧2年11月12᪥（ᮌ）䞊13᪥（㔠）

㛤ദሙᡤ䠖G䝯䝑䝉群馬（予⣙῭䜏）

ᢸ当䠖水工学委員会（水文部会）䠈群馬┴䠈関ᮾᆅᩚ䠈水㈨※ᶵᵓ

＜当初案＞

資料ӽ





5/20 群馬┴䞉水工学委員会（Ύ水ඛ⏕䠈二⎼）䛾オンラインᡴ合䛫

䊻通ᖖ㛤ദ䛿㞴䛧䛔䠊1年延期䛷㐍䜑る䛣䛸䛷合ព䠊

5/21以降 ᐇ⾜委員䠈⏬部会委員に䝯イ䝹➼䛷㐃⤡

（⌧ᅾ ᭩㠃䛷䛾᭱⤊☜ㄆ中）

水シンポ䝆䜴䝮2020in䛠䜣䜎 延期（予定）

䠘延期䠚

㛤ദ期間䠖2021年8月26᪥（ᮌ）䠈27᪥（㔠）

㛤ദሙᡤ䠖G䝯䝑䝉群馬

యไ䠖ᐇ⾜委員㛗䛿Ύ水ඛ⏕に⥅⥆䛧䛶䜒䜙䛔䛯䛔（せ審議）



水文部会ᵓᡂ

• 部会㛗
– ⏣中㈼（ி㒔大学）

• 部会㛗
– 㰓ඛ⏕（ᮾி工ᴗ大学）

• 河川部会㐃ᦠ委員
– ࿋ඛ⏕（富山┴❧大学）

– ௰ྜྷඛ⏕（ᮾி理⛉大学）

• ᆅ⌫環境委員会委員
– బ山ඛ⏕（ி㒔大学）

水文部会ሗ࿌ 資料Ӿӷӻ



水文部会2019年度ሗ࿌

• 水文研究集会 ሗ࿌῭
᪥時䠖2019年10月31᪥䡚11月1᪥
ሙᡤ䠖䛒䛧䛞䛼大㞼䛾㔛大㞼ሿ⯋
⌧ᆅぢ学䠖⏤Ⰻ川中流部
（ෆ水対⟇䚸Ꮿᆅᔞୖ䛢䚸⠏ሐ䚸水ᶵሙ➼）

ཧຍ⪅䠎䠌名

• 第1回水文部会
᪥時䠖䠍䠍月䠑᪥（ⅆ） 䠍䠏䠖䠌䠌䡚䠍䠐䠖䠌䠌
ሙᡤ䠖大ᐑ䝋䝙䝑䜽シ䝔䜱 会議ᐊ䠓䠌䠎
ཧຍ⪅䠎䠔名

• 水文部会䝩䞊䝮䝨䞊䝆更᪂



水文部会2020年度άື予定

• 水文研究集会 （未定）

• 第1回水文部会 2020年11月4᪥䡚6᪥
―水工学講演会期間中

• 水シンポ䝆䜴䝮2020in群馬 (延期？)
⏬部会䠖⏣中㈼䚸ᖹᯘ⏤⣖Ꮚ䚸ⰾᮧᆂ
第䠍ศ⛉会 䝔䞊䝬䠖㜵⅏䞉ῶ⅏（水䞉水）
<㊃᪨>
後Ẽೃ変ື䛾㐍⾜にక䛔ὥ水䞉Ῥ水⌧㇟䛜䛥䜙に⃭䞉㛗期
䛧䚸水管理タ䛾⬟ຊ䜢㉸䛘る≧ἣ䛜䛣䜜䜎䛷以ୖにⓎ⏕
する䛣䛸䛜予䛥䜜る䚹ᡃ䛜国᭱大䛾ேཱྀ䜢ᢪ䛘る᰿川ୖ流
䛾䝎䝮群䛜᭷する水䞉水ᶵ⬟䜔䛣䜜䜎䛷ᯝ䛯䛧䛶䛝䛯ᙺ
䜢ᩚ理する䛸䛸䜒に䚸後Ẽೃ変ື䛜㐍⾜する中䛷䛭䛾ᶵ⬟䛜
༑ศ䛛䚸ᙺ䛜䛹䛖変する䛛に䛴䛔䛶議論䛧ᥦゝする䚹



河川部会ሗ࿌

ᵓᡂ

部会㛗 Ώ㑔᫂ⱥ（ᮾிᘓタ䝁ン䝃䝹䝍ン䝖）
部会㛗 ㄶゼ⩏㞝（国ᅵᨻ⟇⥲合研究ᡤ）

同 ⏣ᮧᾈᩄ（ᘓタᢏ⾡研究ᡤ）
同 ෆ⏣㱟ᙪ（ᗈᓥ大学大学㝔）

部会員 ⥲ィ 33名 /  ົᒁ 3名

R1䡚R2年度䛾䛺άື

• 2020年度第一回河川部会 (9/24䠖2019年度シンポ䝆䜴䝮⥲ᣓཬ
䜃2020年度シンポ䝆䜴䝮䛾⏬➼に䛴䛔䛶, 11/5⮫時）

• 2020年度第二回河川部会（2/26:䜰䝤䝇䝖ラ䜽䝖ᰝㄞ, 論文㈹㑅定）

• 2020年度第୕回河川部会䝯䞊䝹会議（䝯䞊䝹審議䠖2020年度河川

シンポ䝆䜴䝮䛾㛤ദ中止䛸論文集䛾Ⓨหに䛴䛔䛶,
ᮏ論文ᰝㄞ, ⦅集委員会 etc.）

• 河川ᢏ⾡シンポ䝆䜴䝮(6/10-6/11)䛾中止Ỵ定

• ᢏ⾡論文集䛾Ⓨห（䝁䝻䝘に䜘る修ṇ㐜䜜䛷6月中᪪以降䛾ぢ㎸）

2020年6月4᪥水工学委員会㈨ᩱ
資料ӾӷӼӨ



河川部会員名⡙

No. Ặ 名 ศ㢮
1 部会㛗 Ώ㑔 ᫂ⱥ Ẹ
2 部会㛗 ㄶゼ ⩏㞝 ᐁ
3 部会㛗 ⏣ᮧ ᾈᩄ Ẹ
4 部会㛗 ෆ⏣ 㱟ᙪ 学
5 委員 ᑿᯇ ᬛ ᐁ
6 吉川 泰ᘯ 学
7 㝜山 ᘓኴ㑻 Ẹ
8 大⃝ ⠊一 Ẹ
9 ⯚ᶫ ᘺ⏕ ᐁ
10 ᑿⰼ 䜎䛝Ꮚ 学
11 川ụ ྖ 学
12 㔠⃝ ⿱ ᐁ
13 ࿋ 修一 学
14 ▮ᓮ ๛ྜྷ ᐁ
15 ᖹ山 大㍜ ᐁ
16 ኴ⏣ 一⾜ Ẹ
17 㯮⃝ ⚈一 Ẹ

No. Ặ 名 ศ㢮
18 ᪂Ύ  Ẹ
19 ᒾୗ ஓ ᐁ
20 ┠㯮 Ⴙᶞ ᐁ
21 ⏣➃ ᖾ㍜ 学
22 知ⰼ Ṋె 学
23 ᳺ ᾴኴ 学
24 ௰ྜྷ ಙே 学
25 ⚟ᓥ 㞞⣖ ᐁ
26 ᒸᏳ ᚭஓ ᐁ
27 吉田 㑥伸 ᐁ
28 ᇼỤ ඞஓ Ẹ
29 ᱓ཎ ṇே Ẹ
30 ᮏ⏣ 㝯ⱥ Ẹ
31 ᯇᮏ స 学
32 ⁁ཱྀ ᩔᏊ 学
33 ཎ⏣ Ᏺၨ 学

（2020年度 河川ᢏ⾡論文集 እ部⦅集委員
ᆅ┙工学委員会 ሐ㜵小委員会䜘り 10名）

Ẹ䠖10名 学䠖12名 ᐁ䠖11名 （合ィ33名）

（2020年4月1᪥）



2019年度 河川ᢏ⾡に関するシンポ䝆䜴䝮
（䠍）᪥ 時䠖 2019年6月12᪥(水)䠈13᪥(ᮌ)
（䠎）会 ሙ䠖 ᮾி大学㎰学部ᘺ⏕講ᇽ䞉䜰䝛䝑䜽䝇䝉イ䝩䜽䜼䝱ラ䝸䞊

河川ᢏ⾡論文集25ᕳ(2019年度)䛾
河川ᢏ⾡論文㈹

すᮧᰟဢ(名ྂᒇ工ᴗ大学大学㝔 ♫会工学ᑓᨷ)䞉
๓⏣一䞉高㎷理ே䞉∾ὒᖹ䞉Ἠὒ

䛂ᐇሐ㜵䛾ㄪᰝ⤖ᯝに基䛵䛔䛯河川ሐ㜵䛾䝟イ䝢ン䜾༴㝤
度䛾ຊ学ⓗⅬ検䝣䝻䞊䛾ᥦ䛃

（ 第26ᕳ2020年度 ᮏ論文 ᥇ᢥᩘ114(5/21⌧ᅾ䛾予定)/ 
ᢞ✏ᩘ130 )

᥇ᢥ論文ᩘ129⦅



基礎水理部会 活動報告

2020೧ౕ1յָౖճਭָҗҽճ
2020೧6݆4ೖ
Ψϱϧϱճ議

基礎水理部会WebサイトURL
http://www.jsce.or.jp/committee/hydraulic/kisosuiri/index.html

資料Ӿӷӽ



人ੲਾ॑அाऽすのदؚॉඞःにमओିਔऎटऔः؛

Ặ名 ᡤᒓ email
1 部会㛗 ᮡཎ㻌⿱ྖ ᕞ大学 大学㝔⥲合理工学研究㝔㻌環境理工学部㛛 sugihara.yuji.290@m.kyushu-u.ac.jp 
2 部会㛗 ⏣中㻌つኵ ᇸ⋢大学 理工学研究⛉㻌環境シ䝇䝔䝮工学ᑓᨷ tanaka01@mail.saitama-u.ac.jp
3 ᖿ 山ୖ㻌㊰⏕ ி㒔大学 工学研究⛉㻌♫会基┙工学ᑓᨷ michio.sanjou@water.kuciv.kyoto-u.ac.jp
4 ㉥✠㻌Ⰻ㍜ ᒸ山大学 大学㝔環境⏕⛉学研究⛉㻌環境⛉学ᑓᨷ akoh@okayama-u.ac.jp
5 Ἠ㻌ὒ ᾏ㐨大学 工学研究⛉㻌環境䝣䜱䞊䝹䝗工学ᑓᨷ nizumi@eng.hokudai.ac.jp
6 ୖ㻌༟ஓ ᅵᮌ研究ᡤ ᐮᆅᅵᮌ研究ᡤ inoue-t@ceri.go.jp
7 ᒾᓮ㻌理ᶞ ᾏ㐨大学 工学研究㝔㻌ᅵᮌ工学部㛛 tiwasaki@eng.hokudai.ac.jp
8 㬼㷂㻌㈼一 群馬大学 理工学ᗓ㻌環境⏕部㛛 k-uzaki@gunma-u.ac.jp
9 ෆ⏣㻌㱟ᙪ ᗈᓥ大学 大学㝔ඛ㐍理工⣔⛉学研究⛉㻌♫会基┙環境工学䝥䝻䜾ラ䝮 utida@hiroshima-u.ac.jp

10 ᒸᮏ㻌㝯᫂ ி㒔大学 大学㝔工学研究⛉㻌♫会基┙工学ᑓᨷ okamoto.takaaki.8x@kyoto-u.ac.jp
11 㨣᮰㻌ᖾᶞ ᕞ工ᴗ大学 工学部㻌ᘓタ♫会工学⛉ onitsuka@civil.kyutech.ac.jp
12 㡢⏣㻌ៅ一㑻 ி㒔大学 工学研究⛉㻌㒔ᕷ♫会工学ᑓᨷ onda.shinichiro.2e@kyoto-u.ac.jp
13 㛛⏣㻌❶ᏹ 愛媛大学 工学研究⛉㻌⏕⏘環境工学ᑓᨷ akado@cee.ehime-u.ac.jp
14 高ᒸ㻌ᗈᶞ ඵ༓௦䜶ン䝆䝙䝲䝸ン䜾 ᕞᨭᗑ hr-takaoka@yachiyo-eng.co.jp
15 高ᶫ㻌ṇ⾜ ᪥ᮏ大学 理工学部㻌ᅵᮌ工学⛉ takahashi.masayuki@nihon-u.ac.jp
16 高℈㻌῟一㑻 ி㒔ᗓ❧大学 ⏕環境学部㻌᳃ᯘ⛉学⛉ jtaka@kpu.ac.jp
17 ᙇ㻌ᾈ 高知大学 ᩍ⫱研究部㻌⮬↛⛉学⣔ zhang@kochi-u.ac.jp
18 ᳺ㻌ᾴኴ 名ྂᒇ大学 大学㝔工学研究⛉㻌ᅵᮌ工学ᑓᨷ rtsubaki@civil.nagoya-u.ac.jp
19 Ọ㔝㻌༤அ 群馬高ᑓ 環境㒔ᕷ工学⛉ hr-nagano@gunma-ct.ac.jp
20 ཎ⏣㻌Ᏺၨ ᒱ㜧大学 流域ᅪ⛉学研究䝉ン䝍䞊 m-harada@green.gifu-u.ac.jp
21 久ᮎ㻌ಙᖾ 関す㟁ຊ ᢏ⾡研究ᡤ hisasue.nobuyuki@c4.kepco.co.jp
22 ᖹᯇ㻌⿱基 ᅵᮌ研究ᡤ ᐮᆅᅵᮌ研究ᡤ hiramatsu-y@ceri.go.jp
23 ⁁ཱྀ㻌ᩔᏊ 名ᇛ大学 理工学部㻌♫会基┙䝕䝄イン工学⛉ atsu@meijo-u.ac.jp
24 ᶓᔱ㻌ဴ 㟼ᒸ大学 学⾡㝔工学㡿域㻌ᩘ理シ䝇䝔䝮工学⣔ิ yokojima@shizuoka.ac.jp
25 ྜྷ⏣㻌ᆂ ᒸ山大学 環境⏕⛉学研究⛉ yoshida.k@okayama-u.ac.jp
26
27
28
29
30
31 䜰䝗䝞イ䝄䞊 ᮅ㻌Ꮥ二 山ཱྀ大学 大学㝔ᡂ⛉学研究⛉ kido@yamaguchi-u.ac.jp
32 䜰䝗䝞イ䝄䞊 大ᮏ㻌↷᠇ ⇃ᮏ大学 ⮬↛⛉学研究⛉㻌♫会環境工学ᑓᨷ ohmoto@kumamoto-u.ac.jp
33 䜰䝗䝞イ䝄䞊 ⚄⏣㻌ె一 ᫂▼工ᴗ高ᑓ 㒔ᕷシ䝇䝔䝮工学⛉ kanda@akashi.ac.jp
34 䜰䝗䝞イ䝄䞊 ᮌᮧ㻌一㑻 富山大学 㒔ᕷ䝕䝄イン学部㻌㒔ᕷ䞉通䝕䝄イン学⛉ ichiro@sus.u-toyama.ac.jp
35 䜰䝗䝞イ䝄䞊 㔛῝㻌ዲ文 ❧㤋大学 理工学部㻌環境㒔ᕷ工学⛉ satofuka@se.ritsumei.ac.jp
36 䜰䝗䝞イ䝄䞊 関᰿㻌ṇே ᪩✄⏣大学 㐀理工学部㻌♫会環境工学⛉ sekine@waseda.jp
37 䜰䝗䝞イ䝄䞊 Ọ㻌ᏹ 名ྂᒇ工ᴗ大学 工学研究⛉㻌♫会工学ᑓᨷ tominaga.akihiro@nitech.ac.jp
38 䜰䝗䝞イ䝄䞊 ௰ᗙ㻌ᰤ୕ ⌰⌫大学 工学部㻌工学⛉㻌♫会基┙䝕䝄イン䝁䞊䝇 enakaza@tec.u-ryukyu.ac.jp
39 䜰䝗䝞イ䝄䞊 ⩚⏣㔝㻌⿃⿸⩏ ᕞ⏘ᴗ大学 ᘓ⠏㒔ᕷ工学部㻌㒔ᕷ基┙䝕䝄イン工学⛉ hadano@ip.kyusan-u.ac.jp

40 䜰䝗䝞イ䝄䞊 ⸨⏣㻌一㑻
一⯡㈈ᅋἲே㻌ᘓタ工学
研究ᡤ

ifujita@kobe-u.ac.jp

41 䜰䝗䝞イ䝄䞊 ๓㔝㻌リᮁ ᒸ山大学 環境⏕⛉学研究⛉ maeno@cc.okayama-u.ac.jp

ᅵᮌ学会㻌水工学委員会㻌基礎水理部会㻌名⡙（2020㻚05㻚22⌧ᅾ）



基礎水理シンポジウム 2019

「破堤の水理ー洪水氾濫のメカニズム解明とその対策に向けてー」 

主催： 公益社団法⼈ ⼟⽊学会 ⽔⼯学委員会 基礎⽔理部会
⽇時： 2020 年 3 ⽉ 18 ⽇（⽔） 10:30‒17:20
会場： ⼟⽊学会 講堂（東京都新宿区四⾕⼀丁⽬ 外濠公園内）
http://www.jsce.or.jp/contact/map.shtml
定員： 120 名 CPD 単位： 5.0 単位（認定番号: JSCE19-1576）
参加⽅法： 事前 Web 申込（http://www.jsce.or.jp/event/active/information.asp） +当⽇
受付（空きがあれば）
参加料： 無料

プログラム：

10:30-10:40（開会挨拶） 杉原裕司（九州大学教授、部会長） 
10:40-11:20 講演１ 音田慎一郎（京都大学准教授）

11:25-12:05 講演２ 前野詩朗（岡山大学教授）

（昼食休憩）

13:15-14:15 基調講演 中川 一（京都大学防災研究所教授）

14:20-15:00 特別講演 福島雅紀（国土技術政策総合研究所 河川研究室長）

（休憩）

15:15-15:55 講演３ 前田健一（名古屋工業大学教授） 
16:00-16:40 講演４ 島田友典（寒地土木研究所 研究員） 
16:40-17:15 全体討論 破堤研究における水理学的課題について

司会：田中規夫（埼玉大学教授、副部会長）

17:15-17:25  （閉会挨拶）田中規夫 

お問い合わせ先： ⼟⽊学会 研究事業課（担当：林）
Tel: 03-3355-3559 Email: j-hayashi@jsce.or.jp 

⼭上路⽣（基礎⽔理部会 幹事/京都⼤学） Email: michio.sanjou@water.kuciv.kyoto-u.ac.jp

ᇶ♏Ỉ⌮࣒࢘ࢪ࣏ࣥࢩ����࡚ࡏࡉᘏᮇࢆ㛤ദࡽほⅬࡢឤᰁᣑ㜵Ṇࢫࣝ࢘ࢼࣟࢥ㸪᪂ᆺࡣ
㡬ࡓࡋࡲࡾ࡞ࡇࡃ㸬

᪂࡞ࡓ㛤ദᮇࡣ࡚ࡋࡲࡁࡘ㸪⌧Ⅼ࡛ࡣᮍᐃ࡛ࡾ࠶㸪ᨵࡈ࡚ࡵෆ࡚ࡏࡉ㡬ࡃணᐃ࡛ࡍ㸬

๓ࡢཧຍⓏ㘓ᩘࡣ���㉸



ള断એ流ोに関するਯகੰෲ
国ঋンॳマーॡテスト

富山大学 都市ॹ२イン学部
木村 一郎



৯

IAHRのWGಈとखथള断
એ流ो॑౫にரਯகੰ
ෲঔॹルのૻຎ॑コンペ形ૄ
द実؝
ঔॹルのગਠਙृ長ਚಢਚ
॑観に評価खಖ度
のਃ会とする؝



特ඉ
• ༴ె・⎝ஸ（1991）ॹーॱऋڼیにेॉ৭؝

(ਠदु高ષସ高信ॹーॱとखथ国にੳ؝)

• ੯の౮ऩるॣڰースदのૻຎ॑実؝評価の観
ਙ担保؝
• 二次੪ਕ次੪ঔॹルの൨方対؝別にದਜ਼ৠ؝
• ランॡહऐ基॑事ંするऒとद଼技の්明ਙ؝
• 実ୡॹーॱ॑ඛखञঈラインॻステॵউとॹーॱ॑
明ંखଐ॑യすॳগーॽングステॵউの二మ؝

（ਠमঈラインॻステॵউऋીവखञ૾ଙ）



ড়݇
Tominaga & Nezu (1991)ʤ߶ਭී߶͠ͳౕҡ
͵Ζ̒ίʖηʥ
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< 2% AAA AA A B C 
< 5% AA A B C D 
< 10% A B C D E 
< 25% B C D E EE 
> 25% C D E EE EEE 



ਸॳーム(二次੪) ڳऊ国10ॳーム



ਸॳーム(ਕ次੪) 3ऊ国4ॳーム



ଐාർֳླྀՎҲྭ（ԥஇ๏݃ݫ್࣏
Case S2 10models)



ਕ次੪ટ
の一

横断એ内
流方流ச
ীഘのૻຎ



̏Ғ ̏Ғ 3Ғ 4Ғ 4Ғ 4Ғ 7Ғ 7Ғ 7Ғ 7Ғ

Winners of the 
1st blind step!

ঔॹルのದਜ਼(1st blind step)
二次੪ঔॹルのৃ合



基礎水理部会ワーキング・グループ

•ླྀྙָͶؖͤΖWGʤେන：ଞҲʥ

ʀՑজรಊͶؖͤΖऑघWGʤେන：Խీ৽Ҳʥླྀ•

•ਫ਼ସਭཀྵͶؖͤΖWGʤେන：ీ規ʥ

•ՑઔߑଆͶࡠ༽ͤΖླྀରྙͳླྀΗͶؖͤΖWG
ʤେන：ీ規ʥ

•਼մੵࢩԋςʖϩͶؖͤΖWGʤେන：Ҭʥ



流木ৡ学に関するWG 富山大学 木村一郎

जの؟ৗコロナਖの૾ய॑見ऩऋैڼیの見学会・ਘ会॑ষअ
（ৃਚमృପء）

WGメンংーदணடखञఐ研ऋ఼උऔोڱা20（水）にऒोに関する
य़ॵॡオフーテॕング（オンライン）॑実खञ؝

基ೕ研究ڷ（R2-R4ফ度）
َডンॻ流木ኇ工出のञीのਝ計ଉとਝ計
੍ରॶールのଡണُ
ਸ؟木村一郎（৻富大）岡本ඤ明（ী担大）溝口敦子（
ী担ଗ大）ਸઢ一夫（研究協ৡ水工জ१ーॳ）原田ງ෦（研
究協ৡਕ੩ુ同コン१ル）カン・テウン（研究協ৡ大）



流砂・河床変動に関する若手WG
（代表：京都大学 音田慎一郎）

第6回流砂・河床変動の若手勉強会
ৎ2020؟ ফ3 া12 （木）13 （স）
ৃਚ؟ଫഏ田大学
ਸ20؟
ͤ開催Ԉ期となりΉしたɽ

3/12(木) 15:00-17:00
基調講演؟ऒोऽदの流ෛ研究の流ोと০にଋऔोथःるୖء

ଫഏ田大学 理工学術 ઇ౸ 関உ 正人

3/13(金)
10:00-11:00 流ोと地形と生との関બਙ 地土木研究ਚ ભ研究員 大લ 哲ื
11:00-12:00 大੩川にउऐるි૾流ଡ଼の変動特ਙ ଗ大学 ઇ౸ 溝口 敦子
13:00-14:00 高ಖ地形ੲਾの੭とੰෲ؟ঞー२測量SfM ଳਡステঞオ真測量

とUAS ਨ海道大学 ၳઇ౸ ଫ川 裕一

14:00-15:00 ঋॵॻフज़ーム形ਛ੯のਖ਼別ীෲ 都大学 ၳઇ౸ ਛ੪
15:00-16:00 ෛପ॑対とखञਯக計ঔॹルの評価 ਨ海道大学 ၳઇ౸ గ理

http://sediment.stars.ne.jp/blog/



数値解析支援ツールに関するWG
（代表：寒地土研 井上卓也）

2020年度の講習会

コロナにより講習会は延期されており、今後、以下の日程で開催する予定です。
※コロナの影響が長引いた場合、再延期の可能性もあります。

1．iRIC講習会 in プエルトリコ
ৎ期2020؟ফ8া24のౝद2間ங度

2．iRIC講習会 in 台湾
ৎ期2020؟ফ9া2325ع

3．iRIC講習会 in 群馬（群馬大学・清水義彦先生）
2020ফਰఋ



環境水理部会ሗ࿌

WGάື䠖
䞉 ᬮ㐺応WG(ධỤ)
䞉流◁䞉᳜⏕ືⓗ䝬䝛䞊䝆䝯ン䝖WG（➉ᯘ）
䞉㛢㙐ᛶ水域WG（᪂㇂）
䞉䛂環境水理学䛃ⱥヂ（▮㔝）䊻全6❶⤊䠊ྛ❶䛾ᇳ➹⪅にෆᐜ☜ㄆ䜢౫㢗する予定䠊

研究集会2020 in久慈川䠖
䠍䠊᪥ 時
⌧ᆅぢ学会䠈᠓ぶ会䠖 2020年7月2᪥（ᮌ）
研究Ⓨ表会䠖 7月3᪥（㔠） 䊻 秋以降に延期

䠎䠊㛤ദሙᡤ
⌧ᆅぢ学会䠖 久慈川流域
᠓ぶ会䞉研究Ⓨ表会䠖 水ᡞᕷෆ

部会䠖
年ḟ講演会㛤ദ䛾ሙ合䛿名工大䛷䠈ෆሙ合䛿WEB会議

ᇳ⾜部 部会㛗䠖▮㔝（大） 部会㛗䠖➉ᯘ（ி大）
ᖿ 䠖大ᵳ（山大）䠈᪂㇂（㒔❧大）

2020/6/4 水工学委員会（WEB会議）
資料ӾӷӾ



ਝ置৯
流域の水環境に関連する適応策の検討ृ適応策(和策ुஅि)॑適৷खञৃ合
の水環境षの影響評価ऩनに関खथ,ੲਾુથୖྴ出研究উロジख़ॡトの
立ठऑऩन॑৯とखथણ動する.

メンংー
宮本(൫工大)矢ਣ(ਣஉ大) 矢野(ృ大) ૈ(山口大) લౖ(ಘ川大) 
੩ᆖ(ਧ技) 梅田(ূਨ大) 工ઢ(ःदँ) ஜ水(山口大) ৗદ(都大) 
田੩(ృ大)ஸ田(水ৱ౺ਃଡ) 中ਧ(土研) 中山(ઋ戸大)  ൝木(ழ৻)
田৻(大)入江(ଚ大・ਪ) 
部会ਗ 原(ংシコン)ᝧ馬(土研)渡部(ূ大)

2019ফ度ણ動ਾઔ
11/3 WGの開ಈ d4PDFのણ৷にणःथ
研究ணட

2020ফ度ણ動計画
・の環境水理部会ফ会に合ॎचञWGの開ಈ（নఓ環境ఐ学७॑検討）
・WGઊठ合ॎच（web会議）આফ度研究ணட॑౷ऽइञউロジख़ॡトの計画

 ᬮ㐺応䛾環境水理学ⓗどⅬ䛛䜙䛾᥈ồWG 
[㐺応WG]



2019年度άືሗ࿌

・†・㈓水ụの長期・広域水 調査（‽ഛ中㸧

・㛢㙐ᛶ水域関ࡿࡍ研究ࣞࣗࣅー（‽ഛ中㸧

WG主査 ᪂谷哲也（都立大学㸧

2020年度άື計画

・2019年度ࡽの⥅⥆課題の᥎㐍

・オンライン研究会の㛤ദ

㛢㙐ᛶ水域WG



水ᐖ対⟇小委員会
水工学委員会に䛚䛡る水ᐖㄪᰝάື䛾䛚䜘䜃水ᐖ研究䛾更䛺るⓎᒎ䛾
䛯䜑䛾άື䜢⾜䛖小委員会

䛆άືෆᐜ䛇

䞉水ᐖⓎ⏕時に䠈水工学委員会䛜㏿䜔䛛にㄪᰝᅋ䜢⤌⧊する䛯䜑䛾䝃ポ䞊䝖䠈
ㄪᰝᅋ員බເ䛾䝃ポ䞊䝖䠈ㄪᰝ㈝⋓ᚓ䛾䛯䜑䛾䝃ポ䞊䝖➼䜢する䠊

䞉水ᐖⓎ⏕時に䠈部㛛ཬ䜃学会䛸䛾合同ㄪᰝᅋ䛾⤖ᡂ䜔河川管理⪅（⾜ᨻ
ᶵ関）䛸䛾❆ཱྀ䛸䛺る䠊

䞉水ᐖⓎ⏕時䛾水工学委員会䛸䛧䛶䛾対応䞉ㄪᰝ䝬䝙䝳䜰䝹䜢సᡂする䠊

䞉⮬↛⅏ᐖ研究༠議会䛸༠ຊ䛧䠈河川⅏ᐖシンポ䝆䜴䝮䜢⏬䞉㐠Ⴀする䠊

䞉ᾘ㜵ཬ䜃䝺䝇䜻䝳䞊䛸ሗ䜢⾜䛔䠈水工学知ぢに基䛵䛔䛯䝺䝇䜻䝳䞊䝬
䝙䝳䜰䝹䛾ᨵၿ䜔䝺䝇䜻䝳䞊ᢏ⾡䛾ྥୖにດ䜑る䠊

䞉国ᅵ通┬ཬ䜃ᆅ᪉⮬య䛾水ᐖ対⟇部⨫䛸ሗཬ䜃ຮᙉ会䜢⾜䛔䠈水
㜵ᢏ⾡䛾ྥୖにດ䜑る䠊

䞉水工学委員会に講演౫㢗䛜䛒る水ᐖに関する講演ཬ䜃ᩍ⫱άື䛾❆ཱྀ䛸䛺る

資料Ӿӷӿ



2020年
度委員会
䝯ン䝞䞊

委員 Ặ名 ᡤᒓ
䞉小委員会委員㛗 ⏣中ⱱಙ㻌 ி㒔大学
䞉ᖿ（ྛᨭ部䛛䜙1名） 川ᮧ㔛ᐇ ᐮᆅᅵᮌ研究ᡤ

川㉺Ύᶞ ⚟ᓥ大学
二⎼Ὀ㞝 ᮾி理⛉大学
⏣௦　ႛ 名ྂᒇ大学
బ山　ᩗὒ ி㒔大学

（ᖿ㛗වົ） ᒸ⏣ᑗ 高知工ᴗ高➼ᑓ㛛学ᰯ
㉥ᯇⰋ久 山ཱྀ大学
▮㔝┿一㑻 ᕞ大学

䞉国ᅵ通┬ᮏ┬ ⏣中ඞ┤ 国┬㻌水管理䞉国ᅵಖ全ᒁ㜵⅏ㄢ⅏ᐖ対⟇ᐊ㛗
䞉国䛾研究ᡤ ᐑᮏᏲ ICHARM

బ䚻ᮌ㝯 国⥲研㻌河川研究部　河川ᵓ㐀≀管理研究ᐁ
䞉䝁ン䝃䝹䝍ン䝖 高す　二 䝟シ䝣䜱䝑䜽䝁ン䝃䝹䝍ン䝒

中ᮧㅬ一 ᘓタᢏ⾡研究ᡤ
中ᮧ᫂ᙪ 䜰䝆䜰⯟測ᰴᘧ会♫

䞉㈈ᅋ ᚨỌⰋ㞝 一⯡♫ᅋἲே㻌国㝿ᘓタᢏ⾡༠会
䞉๓水工学委員会委員㛗 Ύ水㻌ᗣ⾜ ᾏ㐨大学
䞉┘ ᇼᬛᬕ ி㒔大学
䞉┘ ➉ᯘὒྐ ி㒔大学
䜰䝗䝞イ䝄䞊
䞉ྛᨭ部ㄪᰝᅋ⤌⧊㈐௵⪅　（ྛᨭ部䛛䜙1名） Ἠὒ ᾏ㐨大学

⏣中ோ ᮾ大学
Ύ水⩏ᙪ 群馬大学
Ọᏹ 名ྂᒇ工ᴗ大学
ゅ㻌ဴஓ ி㒔大学
中㔝 ᚨᓥ大学
๓㔝リᮁ ᒸ山大学
秋山ኖ一㑻 ᕞ工ᴗ大学
㢼間⪽ ᮾ大学

オ䝤䝄䞊䝞䞊
䞉ᾘ㜵 ୖᮧ᪼ ᾘ㜵ᗇ国Ẹಖㆤ䞉㜵⅏部

ᮌୗ修 ᮾிᾘ㜵ᗇ㆙㜵部≉Ṧ⅏ᐖㄢ
䞉䝺䝇䜻䝳䞊 బ⸨Ꮥὒ 䡹䢉䢛䡸䡨䢕䢖䡹䡳䡩䡬䡷䡬䢇䢚䡹䡸䢚䡨䢆䢛䢙䞞
䞉䝁ン䝃䝹䝍ン䝖 ⳥ᆅ༤文 （ᰴ）䝗䞊䝁ン

ᮏᶫ ᪥水䝁ン
┾間修一 ඵ༓௦䜶ン䝆䝙䜰䝸ン䜾
富⏣㑥⿱ （ᰴ）ᘓタ環境研究ᡤ
ᯇ⏣ᐶᚿ ᪥ᮏ工Ⴀᰴᘧ会♫
㔝⏣ᩔኵ ᰴᘧ会♫䝟䝇䝁

䞉䛭䛾䛾⅏ᐖ䞉㜵⅏関㐃⤌⧊ 大▼ဴ ⚄ᡞ大学㒔ᕷᏳ全研究䝉ン䝍䞊
⚄㇂大 ⌰⌫大学ᓥᕋ㜵⅏研究䝉ン䝍䞊



2019೧7݆： 2019೧ౕҲյਭ֒ଲࡨঘҗҽճ࠷
2019೧8݆： 2019年8月ࠦ賀߿ӏ֒ࡄࠬの݃成・活動のサポート
2019೧10݆： 2019年10月ྫݫ年ୈ෫19߿ߺӏ֒ࡄࠬの݃成・活

動のサポート
2019೧11݆： 2019年度第್回水֒対策ঘ委員会開催

河川֒ࡄシンポジウムの実施（大ٸλニックシテΡ）
286名

：ߡࢂ 2018೧ౕʤքಕָʥ214໌
2017೧ౕʤԮࢃָʥ 151໌
ഓࣁྋͶଲ͢ͱࣙષڢڂݜ֒ࡄ議ճ͖Δસֻึঁ

2019೧12݆： 土木学会水工学委員会「ྫݫ年ୈ෫19߿ߺӏ֒ࡄࠬ
」ଐ報会（ࣵӞ工ۂ大学） 156໌

2019年度の活動

2020年度の活動༩定
ʀ ਭ֒ࠬ݃γϛʖφʀք಼ࠅ
ʀ ਭ֒ଲࡨঘҗҽճHPैࣰ
ʀ ভ࿊ܠWG
ʀ ਇυʖνϗʖηWGࣺ֒ࡄ
2020೧7݆： 2020೧ౕҲյঘҗҽճ࠷
2020೧11݆： Ցઔ֒ࡄͶؖͤΖεϱϛζΤϞࣰࢬ

2020೧್ౕյঘҗҽճ࠷



R2年度䛾䛺άື予定

• （合同観測会䛿㛤ദ）

• オ䝤䝄䞊䝞䞊䞉委員䜢ቑ員予定

• 流量観測Short-course @ IAHR-APD2020䛸䛾㐃ᦠ←流ືⓗ

• ຮᙉ会 2019/12㡭予定

• 論文集䛾సᡂ

流量観測高度小委員会άື予定

㸦R2ᖺᗘᙜึ㸧

ጤဨ
ࣂ࣮ࢨࣈ࢜

࣮

ࣂࢻ

࣮ࢨ

⸨田一㑻 ⚄ᡞ *
ᒸ田ᑗ治 㧗▱㧗ᑓ *
ᡭィኴ一 ᐩ山┴❧ *
ᳺᾴኴ ྡྂᒇ *
ⴙ▮ᩔၨ ᅵᮌ◊✲ᡤ *
ᶲ田㝯ྐ ࣒ࢸࢫࢩࣟࢻࣁ *

委員会ᵓᡂ

資料ӾӷԀ



河㐨管理研究小委員会ሗ࿌

ᵓᡂ

委員㛗 ⏣中つኵ（ᇸ⋢大）䚸ᖿ㛗 ᡞ⏣♸Ⴙ（名ྂᒇ大）
委員 20名

R1年度䛾άືሗ࿌

• 第1回委員会（2019.6.11) ຮᙉ会(1)
河㐨管理ୖ䛾ㄢ㢟に関するሗᥦ౪（᭹部ᩔ䚸⚟ᓥ㞞⣖）䚸 シ䝵䞊䝖䝺䝡䝳䞊（ᅵ◁䠖
⁁ཱྀᩔᏊ䚸後⸨ᓅ久）䚸（᳜⏕䠖ᐑᮏோᚿ）䚸（環境䠖ཎ⏣Ᏺၨ）䚸（᪂ᢏ⾡䠖秋⏣㯇Ꮚ䠈ᒸ
ᮧㄔྖ䠈ሯᮏὒ♸）

• 第2回委員会(2019.9.18) ຮᙉ会(2)
河川管理⪅䛾どⅬ䛛䜙ぢ䛯河㐨管理䛾⌧≧䛸ㄢ㢟(㟷㔝ṇᚿ)䚸◁ᕞ研究に関するヰ
㢟ᥦ౪（➉ᯘὒྐ）䚸᳜⏕䜢ྵ䜑䛯河㐨䛾ゎᯒᢏ⾡に関するヰ㢟ᥦ౪（㔜ᯞ未⋹）

• 第3回委員会(2019.11.19)ຮᙉ会(3)
河川㈈ᅋ䛾ྲྀり⤌䜏に関するヰ㢟ᥦ౪（⏣中ᩗஓ）䠈水理ゎᯒに関するヰ㢟ᥦ౪（ෆ⏣
㱟ᙪ）䚸ᅵ◁䞉᳜⏕に関する議論

資料Ӿӷԁ



R1年度䛾άືሗ࿌（䛴䛵䛝）

• 合同⌧ᆅどᐹ（2019.12.9） 川ෆ川

ᕞᆅ᪉ᩚഛᒁ䞉川ෆ川河川ົᡤ䛾༠ຊ䛾䜒䛸䠈川
ෆ川に䛚䛡る河㐨管理䛾≧ἣ䠈ᕞ河㐨管理研究会
䛷䛾ྲྀり⤌䜏ෆᐜ➼に䛴䛔䛶どᐹ䠈ពぢ䜢ᐇ䚹

• 河㐨管理に関する䝽䞊䜽シ䝵䝑䝥
(2020.1.14)
WS䝍イ䝖䝹䠖河㐨管理䛾᭱๓⥺䡚⌧ሙ䛸研究䛾᥋Ⅼ䜢
᥈る䡚

会ሙ䠖ᅵᮌ学会講ᇽ ཧຍ⪅ᩘ䠖81名

合同⌧ᆅどᐹ（ᕧ▼に䜘る河㐨䛾
䜻䝱䝑䝢ン䜾）

WSポ䝇䝍䞊

R2年度䛾άືィ⏬

• 委員会䠈ຮᙉ会䛾ᐇ

ィ3回⛬度䜢予定䚹䝣䜱䞊䝆䝡䝸䝔䜱䞉䝇䝍䝕䜱䞊対㇟河川
䛾㑅定䚹研究ᢏ⾡㛤Ⓨ䝔䞊䝬䛾Ὑ䛔ฟ䛧䚹

• 䝣䜱䞊䝆䝡䝸䝔䜱䞉䝇䝍䝕䜱䞊䛾ᐇ

ḟ年度以降䛾ඹ同研究ᐇにྥ䛡䛯予ഛㄪᰝ䚹㐣ཤ
䝕䞊䝍ศᯒ➼䚹



䕔IAHR-APD 2020 札幌㛤ദに䛴䛔䛶 （᪂ᆺ䝁䝻䝘対応）

䛆㛤ദ᪥⛬䛇
2020年9月14᪥䡚 （ᚑ᮶予定䛾䛸䛚り）

䛆㛤ദ᪉ἲ䛇
䞉Web䛷䛾オンライン㛤ദ䛸する
䞉䛂Opening䚸Keynotes䚸Parallel Session䚸Poster Session䛃䜢㛤ദ
䞉Proceedings 䛿Webබ㛤

䛆ᢞ✏ᩱ䛇
䞉6月後༙䡚 7月ᮎ（ᨭᡶ䛔期㝈） 䈜ᢞ✏ᩱ䛿 100 USD⛬度䜢予定

䛆ཧຍ（⫈講䛾䜏）䛇
䞉↓ᩱ 䈜䛯䛰䛧๓Ⓩ㘓䛜ᚲせ

䈜⣽部䛿変更䛾ྍ⬟ᛶ䛜䛒り䜎す䚹㏣ຍሗ䛿䚸㝶時HP䜔ML➼䛷䛚知䜙䛫䛧䜎す䚹

IAHR関㐃 IAHR-APD 2020 札幌㛤ദ LOC 資料ӾӷԂ



第 1 回 河川懇談会議事録 
（文責：道奥）

日時：201� 年 11 月 6 日（水） 14:00-15:00 
場所：会議室 703 
出席者（順不同・敬称略）：田中規夫，清水義彦，中北英一，渡辺康玄，戸田祐嗣，矢野真

一郎，二瓶泰雄，中山恵介，平山大輔室長・木澤学係長（河川情報企画室），道奥康治

1. 河川砂防技術研究開発制度の再編（201� 年度より）

平山室長より同制度の再編（「地域課題分野」の「河川技術・流域管理」分野への統合）

と水災害多発時代を背景として国土交通省が重点化している河川技術開発の概要が説明さ

れた．

2. 河川懇談会の今後について

河川懇談会と連動していた地域課題分科会の本委員会への統合を機会として今後の河川

懇談会の方向を議論した．主な意見は以下の通りである．

・どの世代の技術者・研究者に視点をおくかが重要である→次世代の育成が重要である．

・懇談会内の活動（研究・技術開発の課題設定に関するギロなど）と懇談会外に開いた活

動（:orNshop� 6yPposiXP� 3aQeO GiscXssioQ など）に分けて双方を併行する．

・河川行政の情報を大学・高専・研究機関と深く共有することを目標として国交省出身の

先生方を中心に進めた官学連携の取り組みが河川懇談会に結実している．活動に至った設

立当初の理念に基づき，活動の深化と水平展開に取り組むべきである．

・官学民連携の活動軸は地方整備局との技術課題の共有である．研究・技術開発とともに，

学側の構成員がかつてのリバーカウンセラーのような役割を担うこと，災害調査・復興に

おける官学民連携などが考えられる．地方整備局を主軸におくことが効果的である．

・懇談会の役割としては，ニーズ（本省・地整）とシーズ（学側）とのマッチメイカー，研

究技術情報の行政－学民間の共有における母体，研究者・技術者の人材バンクなどが考え

られる．

・可及的課題もさることながら，河川懇談会において 30 年，50 年後の河川のあり方を議

論できるような中長期的視野が必要である．

・懇談会の活動を充実するために，座長の他に幹事長など執行部体制を整える必要がある． 
・研究発表会を実施する場合には，例えば地方整備局研究発表会，国土技術研究発表会，

河川砂防技術研究開発制度の終了課題などを題材とすることも考えられる．

・河川懇談会の際に懇親会も実施する．

・水工学講演会（富山）後に実施される見学会との共催あるいは併催，水シンポジウム前

後，など，河川懇談会主催の会合の開催を検討する（全国大会共通セッションは困難？）．

独自日程を設定し東京で実施することも考えられる．

・九州大学と九州地方整備局との包括協定は一つのモデルになり得る．

・応用生態工学会の研究集会などは実施例として参考になる．

資料Ӿӷԁ資料Ӿӷԃ
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水工学ጤ員会

ጤ員長 Ύ水 ⩏ᙪ ᵝ

බ┈♫ᅋἲே 土木学会

調ᰝ研究部㛛

ᰝ理  㢼㛫 基ᶞ

2019 ᖺᗘ 調ᰝ研究ጤ員会ࡢάືᗘホ౯ࡢ⤖ᯝ 
おࡧࡼ 2020 ᖺᗘ調ᰝ研究㈝ண⟬㓄ศについて（ࡈሗ࿌） 

  土木学会調ᰝ研究部㛛会㆟ࡣ、調ᰝ研究部㛛に所ᒓࡍるጤ員会ࡢ 2019 ᖺᗘにおける

άືᗘについて、ཝṇにホ౯いࠋࡓࡋࡲࡋࡓ

ሗ࿌いࡈ、࡛ࡢࡓࡋࡲࡾ࡞ࡾおࡢୗグࡣホ౯⤖ᯝࡢάືᗘࡢᯝ、㈗ጤ員会⤖ࡢࡑ

ࠋࡍࡲࡋࡓ

に࡛ࡲ⪄ཧࡈ、お࡞   2016 ᖺᗘ㹼2019 ᖺᗘࡢ総合ホ౯ేࢆグいࡶࡍࡲࡋࡓに、

2019ࠕ ᖺᗘᐇ⦼ࡢጤ員会ሗⓎಙᩘࠖࢆῧいࠋࡍࡲࡋࡓ 

グ

１㸬2019 ᖺᗘᐇ⦼ࡢጤ員会άືᗘホ౯⤖ᯝおࡧࡼ 2020 ᖺᗘண⟬㓄ศ㢠 

ᖺᗘ

ሗⓎಙᩘ
άືᗘホ౯

ࢡࣥࣛ

2020 ᖺᗘ㓄ศ

㢠
ձ⾜ཧຍ⪅ᩘ ղฟ∧≀㉎ㄞ⪅ᩘ 合ィ（ձ+

ղ）

2019 ᖺᗘ 4791.5 ே 2532 ே 7323.5 ே A 986 ༓ 
࣭ ୖグ㓄ศ㢠にࡣ、調ᰝ研究ᣑᨭ㔠ࠋࢇࡏࡲࡳྵࢆ

࣭ άືᗘホ౯ࡀ てάືෆᐜ、ࡋ研究⏬ጤ員会にᑐ、ࡣጤ員会ࡓࡗ࡞ࢡࣥࣛ&

ሗⓎಙᩘࡀప㏞ࡓࡋ理⏤ཬࡧሗⓎಙᩘ௨እ࡛ホ౯ࡋてḧࡋいⅬࢆ別⣬にてሗ

࿌ࡍるࡍࡢࡶるࠋ

資料ӿ



２㸬ࠝ ཧ⪃ࠞάືᗘホ౯ࣛࣥࢡண⟬㓄ศࡢ㛵ಀ

άືᗘホ౯

ࢡࣥࣛ

ሗⓎಙᩘ ண⟬㓄ศ

㸿 2,500 ே௨ୖ ண⟬総㢠にᛂࡌて 55 㸩ሗⓎಙᩘにᛂࡓࡌ㔠

㢠ࡋࡔࡓࠋ㸿ࣛࣥࡢࢡሗⓎಙᩘࡣ 2,500 ேࡋてィ

ࠋͤ⟭

㹀 500 ே௨ୖ 
2,500 ேᮍ‶ 

㹁 500 ேᮍ‶ 一ᚊ 55  
ͤ㸿㸪㹀ࣛࣥࡢࢡጤ員会ࡢண⟬㓄ศ᪉ἲ

ண⟬㓄ศ㢠㸻55  㸩 ሗⓎಙᩘ（500 ே㉸ศ）にẚࡓࡋ㔠㢠 
㸻55  㸩（S㸫55  × n）× a 㸭 b 

総ண⟬㢠（2020ࡢ調ᰝ研究ጤ員会ࡢに、S：ᙜヱᖺᗘࡇࡇ ᖺᗘ調ᰝ研究部㛛ண⟬

⟭に研究⏬ጤ員会ணࡧࡽ࡞᪂規ไᗘ➼調ᰝ研究㈝（㔜Ⅼ研究課題）ࡽ

ࡓ㝖いࢆ 2,141.4 ） 
a：ᙜヱጤ員会ࡢሗⓎಙᩘ（㸿ࣛࣥࡣࢡ 2,500 ேࡍる）㸫500 ே 
b：全ጤ員会ࡢ a 合ィ（2019ࡢ ᖺᗘ：25,080 ே） 
n：ጤ員会ᩘ（⌧ᅾ 29、研究⏬ጤ員会ࡎࡲྵࡣ） 

３㸬ࠝ ཧ⪃ࠞ2016 ᖺᗘ㹼2019 ᖺᗘࡢ㈗ጤ員会ࡢ総合ホ౯ 

ᖺᗘ 総合ホ౯

2016 ᖺᗘ A 
2017 ᖺᗘ A 
2018 ᖺᗘ A 
2019 ᖺᗘ A 

ၥ合❆ཱྀ：ົᒁ 研究業課長 工⸨（kudo@jsce.or.jp） 
௨ ୖ



千円
行事参加者数 出版物購読者数 合計（人） 活動評価 配分額

2014年度 3566 1653 5219 A 1127
2015年度 3870 1569 5439 A 980
2016年度 4323 1163 5486 A 1056
2017年度 4481 1014 5495 A 1038
2018年度 4103 1036 5139 A 953
2019年度 4791.5 2532 7323.5 A 986



水工学委員会

1） 研究Ⓨ表会䞉講演会䞉講⩦会➼（ཧຍ⪅ᩘ）

ཧຍ⪅ᩘ
（延䜉ேᩘ）

㛤ദ᪥

� ὶ㔞ほ 技術࣮࣡ࣉࢵࣙࢩࢡ ��� ���������㹼��

� ⎔ቃ水理部会研究㞟会２㸮１㸷 LQ ᒾ木川 ��� ���������㹼��

� ����ᖺᗘ河川技術に㛵ࡍる࣒࢘ࢪ࣏ࣥࢩ ���� ���������㹼��

� ➨��ᅇ水工学に㛵ࡍるኟᮇ研ಟ会$ࢫ࣮ࢥ ��� ��������㹼��

�
ࡢࡵࡓるࡍる水災ᐖにᑐᢠࡍ⏒⃭ࡾࡼᬮに ࠕ ࣒࢘ࢪ࣏ࣥࢩ
㐺ᛂ策研究ࡢ᥎㐍にྥけてࠖ

��� ���������

� 水工学ጤ員会ࠕ௧ඖᖺྎ㢼�� ྕ㞵災ᐖ調ᰝᅋࠖ㏿ሗ会 ��� ���������

� ὶ㔞ほ ࡢ㧗ᗘに㛵ࡍるຮᙉ会 �� ����������

� 河㐨⟶理᭱ࡢ前⥺  㹼⌧ሙ研究ࡢ᥋Ⅼࢆ᥈る㹼 �� ���������

� 基♏水理࣮࣡ࣉࢵࣙࢩࢡLQ���� � ��������

�� ὶ㔞ほ ࡢ㧗ᗘに㛵ࡍるຮᙉ会 �� ���������

11 ➨��ᅇ水工学講演会 ���� ���������㹼�

�� ➨��ᅇ࣒࢘ࢪ࣏ࣥࢩ࣮ࣝࢤ ��� ���������

�� ➨��ᅇ水工学講演会特別講演 ��� ���������

�� ➨��ᅇ水࣒࢘ࢪ࣏ࣥࢩ���� LQ ࡀࡋ ��� ���������㹼��

��
ᖹᡂ��ᖺᗘ 河川災ᐖに㛵ࡍる࣒࢘ࢪ࣏ࣥࢩ（➨��ᅇ水工学講演
会）

��� ���������

��
௧ඖᖺᗘ➨㸵ᅇὶᇦ⟶理地ᇦィ⏬ࡢ㐃ᦠに㛵ࡍる࣮࣡ࢡ
ࣉࢵࣙࢩ
（ദ：水工学ጤ員会 土木ィ⏬学研究ጤ員会）

�� ����������

�� ᪥⡿ἢᓊ⏕ែ⣔に㛵ࡍる講演会 �� ��������

合㻌㻌ィ（䠝） �����

2） ฟ∧≀㻔ᅗ᭩䞉༳ๅ≀㻕䛾㈍（㉎ධ⪅ᩘ）

㉎ධ⪅ᩘ
（延䜉ேᩘ）

� 水理බᘧ㞟題㞟（��ᖺ∧） ��

� 水理ᐇ㦂ゎㄝ᭩ࠉ����ᖺ∧ ���

� ᪥ᮏࢃࡢ河川技術ࢆ▱る㸫᰿川㸫 ��

� ⎔ቃ水理学 ���

� 水理බᘧ㞟㹙����ᖺ∧㹛 �����

� ����ᖺᗘ（➨��ᅇ）水工学に㛵ࡍるኟᮇ研ಟ会講⩏㞟 $ࢫ࣮ࢥ ��

� 土木学会論ᩥ㞟%�（水工学）�9RO����1R�������（水工学論ᩥ㞟➨� ��

�

合㻌㻌ィ（䠞） �����

⥲㻌㻌ィ（䠝㻗䠞）

ά
ື
度
ホ
౯
㡯
┠

⾜名

ฟ∧≀名

7㻘324

㸦ᵝᘧ㸫◊㸯㸧

2019年度ᐇ⦼䛾委員会άື度ಶูㄪᰝ᭩

委員会名䠖

（調ᰝ研究ጤ員会⏝）



第65回水工学論文集 編集作業について（予定案）

開催日 会議 会場

2020年6月1日 論文投稿受付開始

2020年6月30日 論文投稿受付締切

2020年7月7日(火)(ま
で)

第一回編集小委員会（含：幹事会）
（≒査読者の選定）

遠隔作業による

2020年7月27日（月） 第1回査読期限 （去年は上記から実
質21日後でした）

2020年7月31日（金）～
8月3日（月）

第二回編集小委員会(メール審議)
（＝主査・副査がとりまとめて判定）

2020年8月24日（月） 修正原稿締切 （去年は上記から22
日後でした）

2020年8月28日（金） 第三回編集小委員会(メール審議)
（＝主査・副査による最終判定）

2020年9月1-2日 第二回編集小委員会幹事会
（＝プログラム編成）

遠隔作業を想定

2020年9月上記の後 最終原稿締切

2020年11月4-6日 第65回水工学講演会 富山市?

協議㕱



前述のスケジュールに絡む細かなこと
・まず、7/1, 2に、こちらで皆さんに何とか依頼できる形といたします。

・7/3(金)に各分野の委員兼幹事の皆さんに、たとえば水文なら水文の論文
一式をdropbox等に収納して、お渡しする予定です。

委員兼幹事の皆さんで手分けしていただいて、7/3-7/6に、各論文について
主査・副査（＝第一査読者・第二査読者）を割り振ってください。

・7/6午後以降あたりから、幹事以外も含めた全委員（どうしてもお忙しい方
の分は、幹事が代行ください）に、第三査読者を入力していただきます。

調整の後に、各分野から鼎まで、論文・第一～第三査読者のエクセルを送
っていただくことになります。（7/7夜までを想定）

・ このように、とくに7/3-7ぐらいにおいて、少なくともときどきメールをチェック

して、どこかの空き時間で作業ができるように、心づもりいただけましたら幸
いです。各分野の幹事の方々を中心に進めていただく部分が出て参ります
が、よろしくお願いいたします。



その２

・CDの作成と配布は、水工学講演会の本番より後に
なってで構わない（事前のCD作成と配布を諦める）こ
とをお認めいただきたい。

・講演会期間とその直前直後の、あわせて数週間以
内限定になるかもしれませんが、インターネット上で、
論文集の閲覧を可能とする。（パスワード制。著者と水
工学委員には、それぞれユーザー番号とパスワードを
知らせる。一般読者は登録、許可制になろうかと思い
ます。）



前回の投稿数・採択数
投稿数：315編 採択数：247編

巻 年 投稿数 採択数 採択率

53 2009 343 255 74.3 

54 2010 363 276 76.0 

55 2011 379 283 74.7 

56 2012 403 301 74.7 

57 2013 386 303 78.5 

58 2014 348 274 78.7 

59 2015 317 250 78.9 

60 2016 317 231 72.9 

61 2017 326 245 75.2 

62 2018 344 258 75.0 

63 2018 318 257 80.8 

64 2019 315 247 78.4 

※ 加えて「通常号」からの講演：14編



前回の分野別: 水災害・防災・減災分野へ多くの投稿傾
向！分野 査読キーワード

キーワード別 分野別

投稿数 採択件数 投稿数 採択件数 採択率

水文

水文気象プロセス 9 6

74 61 82.4%

生態水文 1 1
気候変動とリスク評価 23 19
降水 14 12
流出解析 12 9
水文統計／水文情報 5 5
雪氷水文 3 3
地下水・浸透 7 6

水災害・防災・減災

流域管理・洪水リスク管理 21 14
89 71 79.8%水災害・防災・減災 51 43

水害・氾濫の水理 17 14

流砂

流域土砂動態 8 5

42 30 71.4%
流砂 10 8
河床形態・流路形態 14 8
河床変動 10 9

河川水理

管路・局所流 3 3

41 35 85.4%

開水路の水理 15 11
密度流・噴流・拡散 1 1
水理現象の数値解析 10 8
流体力・流体振動・波動 2 2
観測技術 10 10

河川環境

河道・流域の環境・環境評価 11 10

46 32 69.6%

流域の流出負荷・河川の水質 5 4
水生生物・魚道 22 11
河道の植生 6 6
河道の物理環境 2 1

湖沼・ダム，沿岸

湖沼・貯水池の水理と環境 10 6
23 18 78.3%沿岸・河口域の水理と環境 7 6

津波 6 6

計 315 247 315 247 78.4%
分野、キーワードは投稿時のもの



アウトスタンディング・ディスカッション賞(案)

座長へ「強く推薦する」，「推薦する」，「該当なし」の評価を依頼

選考手順：

①「強く推薦する」または複数セッションから「推薦する」と名前が挙
がった方を抽出

⇒ 10名

②すでに3度受賞された方を除く．
⇒ 1名を除く

過去の受賞人数（60回:14名, 61回:12名, 62回:9名, 63回11名）
⇒ 第64回はこの9名を受賞者候補とする．

以上



第64回アウトスタンディング・ディスカッション賞

内田龍彦(3回目)
小槻峻司
吉川泰弘
青木宗之
井上卓也(2回目)
相馬一義(2回目)
堀智晴
山口里美
芳村圭(3回目)



➨65ᅇỈᕤᏛㅮ₇ 㛤ദ計⏬
㛤ദ᪥ 2020ᖺ11᭶4᪥(Ỉ)5ࠊ᪥(ᮌ)6ࠊ᪥(㔠)
㛤ദሙᡤ ᐩᒣ┴Ẹ㤋㸦https://www.bunka-toyama.jp/kenminkaikan/㸧

ᐩᒣࡽ ✵ࡁࡁᐩᒣᕷᙺᡤ๓࡛ࡲ┤㏻25ࢫࣂศ
ᐩᒣ㥐ࡽᚐṌ10ศ

➨1ሙව
ሙ࣒࢘ࢪ࣏ࣥࢩ

ᕷ୰ᚰ㒊ࡾ࠶㸪ᐟἩ㸪㣧㣗タࡣ
ᐇࠋࡍࡲ࠸࡚ࡋ

ᙜึ 協議㕲



特別講演の候補者
¾ 飯田 肇氏

立山カルデラ砂防博物館学芸課長
雪氷学
2012年に日本初の現存する氷河を発見

¾ 張 勁（ZHANG, Jing）氏
富山大学大学院理工学研究部教授
化学海洋学，環境地球化学
富山湾研究の第一人者

¾ 森 雅志氏
富山市長
富山市のまちづくり政策



その他
• 受付は第1会場前のロビーで実施する．

• 企業展示の実施はマストでしょうか？

• 運営には，富山県立大学の呉先生、富山大
学の木村一郎先生にご協力いただく。

• 懇親会会場は今後の検討中

• 翌土曜日に見学会の企画を検討中。

• ホテル等、宿泊の斡旋はしない。



㻟日目㻔㻝㻝㻛㻢㻕

部ᒇ✀別 部ᒇ番号 定員（学ᰯ） 㻥時～㻞㻞時

事ົ局 㻡㻜㻥号ᐊ 㻠㻞 㻝㻥㻘㻥㻜㻜 㻡㻥㻘㻣㻜㻜

会場㻝 䝩ール 㻝㻜㻜㻜 㻝㻡㻠㻘㻝㻜㻜 㻠㻢㻞㻘㻟㻜㻜

会場㻞 㻟㻜㻠号ᐊ 㻝㻠㻠 㻥㻤㻘㻝㻡㻜 㻞㻥㻠㻘㻠㻡㻜

会場㻟 㻠㻜㻝号ᐊ 㻝㻡㻟 㻡㻜㻘㻣㻜㻜 㻝㻡㻞㻘㻝㻜㻜

会場㻠 㻢㻝㻝号ᐊ 90 㻠㻠㻘㻝㻜㻜 㻝㻟㻞㻘㻟㻜㻜

会場㻡 㻣㻜㻝号ᐊ 㻤㻝 㻠㻜㻘㻟㻡㻜 㻝㻞㻝㻘㻜㻡㻜

会場㻢 㻣㻜㻞号ᐊ 45 㻞㻡㻘㻟㻡㻜 㻣㻢㻘㻜㻡㻜

䚷部会（㻟時間）

委員会① 㻡㻜㻝号ᐊ 㻞㻠 㻡㻘㻤㻡㻜 㻡㻘㻤㻡㻜

委員会② 㻡㻜㻞号ᐊ 㻝㻤 㻟㻘㻥㻡㻜 㻟㻘㻥㻡㻜

委員会䐡 㻡㻜㻟号ᐊ 㻞㻠 㻡㻘㻝㻜㻜 㻡㻘㻝㻜㻜

委員会䐢 㻡㻜㻠号ᐊ 㻞㻠 㻠㻘㻤㻡㻜 㻠㻘㻤㻡㻜

委員会䐣 㻡㻜㻤号ᐊ 㻞㻠 㻡㻘㻤㻡㻜 㻡㻘㻤㻡㻜

ྜ計 㻝㻘㻟㻞㻟㻘㻡㻡㻜

┴後（㻝㻡䠂割ᘬ） 㻝㻘㻝㻞㻡㻘㻜㻝㻤

┴ඹ催（㻟㻜䠂割ᘬ） 㻥㻞㻢㻘㻠㻤㻡

┴観ග振⯆ᐊ学会等補ຓ金 㻙㻞㻜㻜㻘㻜㻜㻜

㻔┴外㻝名につき㻝㻜㻜㻜補ຓ，ణし上限㻞㻜）

富山市䝁ン䝧ンション開催事業補ຓ金制度 㻙㻠㻡㻜㻘㻜㻜㻜

（㻟日間、最㻟㻥㻥人が参加と௬定）

┴後（㻝㻡䠂割ᘬ）と௬定 㻠㻣㻡㻘㻜㻝㻤

時間༊分

㻡㻜㻘㻣㻜㻜

㻠㻠㻘㻝㻜㻜

㻠㻜㻘㻟㻡㻜

㻞㻡㻘㻟㻡㻜

㻡㻜㻘㻣㻜㻜

㻠㻠㻘㻝㻜㻜

㻠㻜㻘㻟㻡㻜

㻞㻡㻘㻟㻡㻜

時間༊分

ྜ計

㻥㻤㻘㻝㻡㻜 㻥㻤㻘㻝㻡㻜

㻥時～㻞㻞時㻥時～㻞㻞時

㻝㻡㻠㻘㻝㻜㻜 㻝㻡㻠㻘㻝㻜㻜

㻝日目㻔㻝㻝㻛㻠㻕

㻝㻥㻘㻥㻜㻜 㻝㻥㻘㻥㻜㻜

㻞日目㻔㻝㻝㻛㻡㻕

➨65ᅇỈᕤᏛㅮ₇ 㛤ദ計⏬
㒊ᒇண⟬

全て予約済みです。
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2020ᖺᗘ࣭➨65ᅇỈᕤᏛㅮ₇
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ỈᕤᏛㅮ₇ᐩᒣࡢ
ḟᖺᗘ⧞ࡾ㉺࡚࠸ࡘࡋ

ᐩᒣ┴Ẹ㤋10ࡢ᭶㹼12᭶ࡁ✵ࡢ≧ἣ
2021ᖺ

10᭶4᪥㸦᭶㸧㹼14᪥㸦ᮌ㸧
12᭶7᪥㸦ⅆ㸧㹼14᪥㸦ⅆ㸧

᭶ ⅆ Ỉ ᮌ 㔠 ᅵ ᪥

1 2 3 4 5
6 7 8 9 10 11 12
13 14 15 16 17 18 10

2021ᖺ12᭶࣮ࢲࣥࣞ࢝ࡢ



2021ᖺ㸦➨66ᅇ㸧㸪2022ᖺ㸦➨67ᅇ㸧
ỈᕤᏛㅮ₇ࡢ㛤ദ࡚࠸ࡘ

㸯㸧2021ᖺ ᐩᒣ㸦10᭶or12᭶㛤ദ㸧
2022ᖺ ឡ㸦ࡽࢀࡇண⣙㸧

㸰㸧2021ᖺ ឡ 11/5-7㸪ண⣙῭ࡳ
2022ᖺ ᐩᒣ㸦ࡽࢀࡇண⣙㸧



水工学䜸ンラインᑐᛂWG❧上䛢について

タ❧のពᅗ

䠍）水工学䜸ンライン㐃⥆講演会開催の䝃䝫ートを行う．
・䝁ロ䝘⚝で制⣙のきい◊✲流ά動のάᛶ．
・䜸ンライン講演会の開催䝜ウ䝝ウを✚．

２）11月の水工学講演会を䜸ンラインでᑐᛂできる‽ഛを進める．
・（実㝿に䜸ンラインで䜔るかどうかは別だが）䜸ンラインの‽ഛはす䜉き．
・通常の水工ྠᵝの6つのパラ䝺ルセッションを開催するには，䝜ウ䝝ウの✚がᚲせ．

WGメン䝞ー（6/4時Ⅼ）

・⁁口ᩔᏊඛ生（WGリーダー，名ᇛ学）
・槻順ᮁඛ生（山学）
・బ山ᩗὒඛ生（ி防災◊）
・内田龍彦ඛ生（ᗈᓥ）
・入ỤᨻᏳඛ生（㜰）
・二⎼泰㞝（ᮾி理⛉）

協議㕳



水工学䜸ンライン㐃⥆講演会（案）

・ពᅗ：前期の行事が㌺୪䜏できない中で，䜸ンラインでも◊✲の最᪂情報のの場を
タけたい．

・ 講演者：ẖ回1，2名．，㢖度：月一回⛬度
ඃれた◊✲者の方々から，⮬㌟のこれまでの◊✲について，╔想䜔動ᶵ，◊✲の進め

方・考え方等について䛤講演㡬き，その後に質，ពぢ等を含めたWEB形式の講演
会から，中ሀからⱝ手の水工学◊✲者への่⃭と◊✲力向上のための知䜔ጼໃをᚓる．
，ᚎ々にいろんな人（ຓᩍ䜔༤ኈ学生等のⱝ手）にヰしをしてもらいたい．

・第一回：
講演者 ⚟ᒸᤩ二ඛ生（中ኸ），現ᅾ日⛬調整中（7月を予定）

・講演時の動⏬をアーカイ䝤．

・方ἲ：zoomと ストリー䝭ング（セキュリ䝔ィ☜ಖ，参加者のᢅいがᐜ᫆）のే⏝



水工 ◊修 シン䝫

回 回 回 年 ᾏ道 ᮾ 㛵ᮾ 中部 㛵す ᅄᅜ 中ᅜ す部

Ⱚᾆ工

ᮾி 水シン䝫
༓ⴥ ᢸ当部会

54 45 14 2009  㒆山 ᪂₲ 河川

55 46 15 2010 ᮾ生◊ ⚄ᡞ ⚟ᒸ 環境水理

56 47 16 2011 ி㒔 ឡ ᗈᓥ ᇶ♏水理

ᮐᖠ 名ᇛ

ᒱ㜧

58 49 18 2013 名ྂᒇ ⚄ᡞ 㧗知 河川

᪩✄田 ᕞ

長ᓮ

60 51 20 2015 ᮾ工 ᮾி ⚟井 ᇶ♏水理

61 52 21 2016 ⛅田 山口 ᕞ 水文

62 53 22 2017 㜰 ᒸ山 Ἀ⦖ 河川

63 54 23 2018  㟼ᒸ 山口 環境水理

64 55 24 2019 ᇸ⋢ 名ྂᒇ ㈡ ᇶ♏水理

65 2020 ᘏ期
66 56 25 2021 ⩌馬 富山┴ 㧗知 水文

67 57 26 2022 山形 ឡ 河川

ᒾ手┴ Ⲉᇛ┴ 三㔜┴ ዉⰋ┴ ᚨᓥ┴ ᓥ᰿┴ బ㈡┴

⛅田┴ ᰣ木┴ 長野┴ ḷ山┴ 㤶川┴ ᒸ山┴ 分┴

青᳃┴ ᇸ⋢┴ ▼川┴ ᐑᓮ┴

⚄ዉ川┴ 山┴ 㮵ඣᓥ┴

13

17

19
環境水理

水文

水シン䝫ジウム水工学講演会

59 50 2014

57 48 2012

53

水
シ
ン
䝫

ᮍ
開
催
┴

44 2008

水工学に㛵するኟ期◊修会

水シン䝫ジウム2022in䜔まがたについて
協議㕴



水工 ◊修 シン䝫

回 回 回 年 ᾏ道 ᮾ 㛵ᮾ 中部 㛵す ᅄᅜ 中ᅜ す部

1 1965 ி㒔

2 1966 ᮐᖠ

3 1967 ᮾி

4 1968 名ྂᒇ

5 1969 ⚟ᒸ

6 1970 ྎ

7 1971 ᗈᓥ

8 1972 ᮾி

9 1973 㜰

10 1974 ᚨᓥ

11 1975 ᮐᖠ

12 1976 ⚟ᒸ

13 1977 長野

14 1978 ᮾி

15 1979 ྎ

16 1980 ி㒔

17 1981 ᮐᖠ

18 1982 ᒸ山

19 1983 ⚟ᒸ

20 1984 ᒱ㜧

21 1985 ᮾி

22 1986 ᒾ手

23 1987 ⚄ᡞ

24 1988 ᮐᖠ

25 1989 㫽ྲྀ

26 1990 ⚟ᒸ

27 1991 金ἑ

回 28 1992 ᮾி

38 29 1993 ⛅田 中ኸ

39 30 1994 中ኸ 㜰

40 31 1995 ぢ 中ኸ

中ኸ 山口

㫽ྲྀ

42 33 2 1997 රᗜ ᚨᓥ 㫽ྲྀ

43 34 3 1998 ⚟ᓥ 名ྂᒇ ❧㤋

44 35 4 1999 日 ᮾி ᕞ

ᮾ工 ⇃本

ᮾி

山形 名工

富山

47 38 7 2002 ᮐᖠ ᪩✄田 ி㒔

48 39 8 2003 ឡ ᒸ山 ⇃本

49 40 9 2004 㔲路 ᅜኈ⯓ ᗈᓥ

ி㒔 ឡ

㜰

51 42 11 2006 ᐑᇛ ἲᨻ ᒱ㜧

52 43 12 2007 ឡ知 ᗈᓥ ⚟ᒸ

水シン䝫ジウム水工学講演会

20054150 10

3746 6

41 32 1

5

2001

1996

45

水工学に㛵するኟ期◊修会

200036

52 43 12 2007 ឡ知 ᗈᓥ ⚟ᒸ

Ⱚᾆ工

ᮾி 水
༓ⴥ ᢸ

54 45 14 2009  㒆山 ᪂₲

55 46 15 2010 ᮾ生◊ ⚄ᡞ ⚟ᒸ

56 47 16 2011 ி㒔 ឡ ᗈᓥ

ᮐᖠ 名ᇛ

ᒱ㜧

58 49 18 2013 名ྂᒇ ⚄ᡞ 㧗知

᪩✄田 ᕞ

長ᓮ

60 51 20 2015 ᮾ工 ᮾி ⚟井

61 52 21 2016 ⛅田 山口 ᕞ

62 53 22 2017 㜰 ᒸ山 Ἀ⦖

63 54 23 2018  㟼ᒸ 山口

64 55 24 2019 ᇸ⋢ 名ྂᒇ ㈡

65 2020 ᘏ
66 56 25 2021 ⩌馬 富山┴ 㧗知

67 57 26 2022 山形 ឡ

ᒾ手┴ Ⲉᇛ┴ 三㔜┴ ዉⰋ┴ ᚨᓥ┴ ᓥ᰿┴ బ㈡┴

⛅田┴ ᰣ木┴ 長野┴ ḷ山┴ 㤶川┴ ᒸ山┴ 分┴

青᳃┴ ᇸ⋢┴ ▼川┴ ᐑᓮ┴

⚄ዉ川┴ 山┴ 㮵ඣᓥ┴
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・ᮾ・㢼間ඛ生に相ㄯ．

・3/23 山形┴ᗇでᡴちྜわせ
（土木学会（Ύ水ඛ生，㢼間ඛ生，二⎼），山形┴，
ᅜ┬山形河川ᅜ道事ົ所，最上川䝣䜷ーラム）

・当ึ，2021年7月開催で進める．

・⩌馬ᘏ期にకい，2022年開催予定．

⤒⦋



第25回水シン䝫ジウム2021inぐんまの実体制について

䠘ᇳ行部切り᭰え時の通常の実体制䠚

第一回
実行委員会

前年11月

第二回
実行委員会

3月

シン䝫ジウム
本番開催

8月6月

現ᇳ行部ᢸ当 ḟ期ᇳ行部 ḟ期ᇳ行部

ᇳ行部
切り᭰え

䠘ᘏ期後の水シン䝫2021inぐんま䠚

第一回
実行委員会

2019年11月

第二回
実行委員会

2021年3月

シン䝫ジウム
本番開催

8月6月

現ᇳ行部ᢸ当 現ᇳ行部 現ᇳ行部

ᇳ行部
切り᭰え

協議㕵



䠑䠍年

協議㕶
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ᖹ成13年



水理බ式集㢟集編集小委員会Ⓨ㊊のᥦ案

水理බ式集２䠌䠍䠔年∧のⓎห

水理බ式集㢟集編集小委員会をⓎ㊊させ，
どんな形式，内ᐜにするか，
構想ẁ㝵からの議論を始めたい．

編集小委員会委員長
Ἠ ὒ ᾏ道学ᩍᤵ



水工学委員会委員長選挙細๎(2004年3月16日 委員会名変᭦)
土木学会水工学委員会委員長選挙細๎

1998.6.24 制定
1.定㊊数
定㊊数は委員定数の2／3とする．ただし，委௵≧およ䜃代理出ᖍ者を含むものとする．投⚊は出ᖍ者（代
理を含む）によって行う．

2.予ഛ投⚊
委員長候補者数名を選出するため２名㐃記↓記名投⚊を行う．その⤖ᯝ上ᚓ⚊者から順ḟにᚓ⚊数を
加えて行き，そのが投⚊者数を㉺えるまでのᚓ⚊者を選んで，第２回投⚊のᑐ象となる候補者とする．

3.第2回投⚊
予ഛ投⚊で選ばれた候補者につき༢記↓記名投⚊を行い，過༙数をᚓるものがあればこれをḟ期委員
長として推薦する．もし，過༙数をᚓるものが↓ければ，上ᚓ⚊者から順ḟにᚓ⚊数を加えて行き，そ
のが過༙数を㉺えるまでのᚓ⚊者を選んで，第3回投⚊のᑐ象となる候補者とする．

4.第3回投⚊
第2回投⚊で選ばれた候補者につき༢記↓記名投⚊を行い，過༙数をᚓたものをḟ期委員長として推薦
する．第3回投⚊の⤖ᯝ，過༙数をᚓるものがない場ྜは，ᚓ⚊数上2名を候補者として第4回投⚊を行
う．ただし，ᚓ⚊数第２のものにᚓ⚊ྠ数のものがある場ྜには，年長者を採る．第䠐回投⚊による上
ᚓ⚊者をḟ期委員長として推薦する．
(付๎) 選出された候補者は㔜な理⏤がない限り，ᑵ௵を᩿ることは出᮶ない．しかし，候補者の㎡㏥

があった場ྜには，幹事会の༠議により㒑送による投⚊を行う．
以上

協議ԁ



(付๎) 選出された候補者は㔜な理⏤がない限り，ᑵ௵を᩿ることは出᮶ない．しかし，候補
者の㎡㏥があった場ྜには，幹事会の༠議により㒑送による投⚊を行う．

(付๎) 選出された候補者は㔜な理⏤がない限り，ᑵ௵を᩿ることは出᮶ない．しかし，候補
者の㎡㏥があった場ྜには，幹事会の༠議により㒑送による投⚊を行う．
また，♫会情ໃのよりᑐ㠃の会議ができない場ྜには，WEBによる投⚊を行う．

䠘変᭦前䠚

䠘変᭦後䠚



収入

ᢸ当 水工学委員会 水工学委員会河川部会 環境水理部会 流㔞小委員会

イ䝧ント名 水工学講演会 ኟ期◊修会 河川シン䝫 ◊✲集会 ྜྠ観測

参加㈝ ¥0 ¥2,506,000 ¥4,036,500 ¥162,000 ¥350,000
ᥖ㍕ᩱ（著者負
ᢸ金）

¥8,645,000 ¥0 ¥1,548,000 ¥0 ¥0

䝔キスト代 ¥536,800 ¥39,000 ¥6,000 ¥0 ¥0

ᗈ࿌ᩱ ¥1,082,800 ¥0 181,440 ¥0 ¥0

その 128,000

小計 ¥10,264,600 ¥2,545,000 ¥5,899,940 ¥162,000 ¥350,000

ྜ計 ¥19,221,540

参加㈝（ᶆ‽） ¥35,000 ¥16,000 ¥6,500 ¥5,000 ¥10,000

参加者数 ¥247 74 ¥603 34 35

ᨭ出

ᢸ当 水工学委員会 水工学委員会河川部会 環境水理部会 流㔞小委員会

イ䝧ント名 水工学講演会 ኟ期◊修会 河川シン䝫 ◊✲集会 ྜྠ観測

アル䝞イトᩱ ¥553,000 ¥89,000 ¥125,000

᪑㈝通㈝ ¥0 ¥214,854 ¥104,110 ¥97,950

ഛရᾘ⪖ရ㈝ ¥77,150 ¥512 ¥9,049

Ⓨ送・通ಙ㈝ ¥40,210 ¥31,414 ¥58,233 ¥432

手数ᩱ

会場㈝・㈚ᩱ ¥1,936,810 ¥66,960 ¥653,305

会議㈝ ¥243,589 ¥110,355

ᗈ࿌㈝ ¥18,700

報࿌᭩等〇作㈝ ¥767,800 ¥410,400 ¥1,674,324

ᅗ᭩入㈝  21,743  26,676

ㅰ金・賞金 ¥443,765 ¥89,370

ᅜ内日当

シス䝔ム㈝ ¥588,500

委ク業ົ㈝

事業ㅖ⤒㈝ ¥1,609,552 ¥53,352 ¥137,030 ¥206,420

䜸ー䝞ー䝦ッド ¥3,079,380 ¥763,500 ¥1,769,982 ¥48,600 ¥105,000

小計 ¥8,892,948 ¥2,047,081 ¥4,730,758 ¥146,982 ¥311,420

ྜ計 ¥16,129,189

ಶ別収ᨭ ¥1,371,652 ¥497,919 ¥1,169,182 ¥15,018 ¥38,580

ྜ計 ¥3,092,351

予⟬①：
2019年度行事別

協議Ԃ



予⟬内ヂ（㻞㻜㻝㻥年度）
委員会： 水工学委員会

953,000 調査◊✲㈝
4,178,000 調査◊✲拡ᨭ金

予⟬ྜ計 5,131,000

ᨭ出ྜ計 4,146,051

ṧ㢠 984,949

32,400 㻠月㻝㻟日グローカル㐺ᛂ小委員会シン䝫䚷会場㈝
40,000 㻠月㻝㻟日グローカル㐺ᛂ小委員会シン䝫䚷アル䝞イト代䚷▮野委員❧᭰
5,320 グローカル㐺ᛂ小委員会䚷䝂ム༳䚷▮野委員❧᭰

400,000 㻞㻠回水シン䝫䚷負ᢸ金
345,018 㻢月㻢日、㻣日䚷ぶ委員会䚷論文集編集小委員会
52,755 㻢月㻢日、㻣日䚷ぶ委員会䚷論文集編集小委員会
376,040 㻢月㻢日、㻣日䚷ぶ委員会䚷論文集編集小委員会
53,680 㻢月㻢日、㻣日䚷ぶ委員会䚷論文集編集小委員会
38,680 㻢月㻢日、㻣日䚷ぶ委員会䚷論文集編集小委員会
27,000 㻢月㻞㻜日䚷環境水理部会䚷会場㈝䚷槻委員❧᭰
10,368 水シン䝫䚷䝫スター分䚷▮野委員❧᭰
11,290 㻣月㻟㻜日䚷河川᠓ㄯ会会議䚷᪑㈝䚷
9,500 㻣月㻟㻜日䚷河川᠓ㄯ会会議䚷᪑㈝䚷

353,780 㻢月㻢日、㻣日䚷ぶ委員会䚷論文集編集小委員会
135,480 㻢月㻣日論文集編集小委員会
11,468 㻣月㻝㻝日䚷論文集編集小委員会ᡴྜせ（ᮾி工業学）
3,564 水工学ឤㅰ≧作成（㻝名分）
1,000 ㈨ᩱ༳ๅ䚷ᯘ❧᭰
30,660 㻢月㻣日論文集編集小委員会
4,500 㻢月㻣日論文集編集小委員会（キ䝱ンセルᩱ）

332,900 㻤月㻞㻜日䚷論文集編集小委員会䚷
5,800 㻤月㻞㻜日䚷論文集編集小委員会䚷
87,320 㻤月㻞㻞日、㻞㻟日䚷水シン䝫ジウム䚷
32,400 㻤月㻞㻞日、㻞㻟日䚷水シン䝫ジウム䚷
66,900 㻥月㻝㻤日䚷河道管理小委員会䚷
27,414 㻥月㻟日䚷ᇶ♏水理部会䚷会場㈝䚷㧗ᯇ
27,840 㻢月㻢日、㻣日䚷ぶ委員会䚷論文集編集小委員会
9,000 㻢月㻢日、㻣日䚷ぶ委員会䚷論文集編集小委員会
28,640 㻤月㻞㻜日㻌論文集編集小委員会䚷
45,940 㻥月㻞㻡日䚷水シン䝫ジウムに㛵するᡴちྜわせ㻌

予⟬ 委員会Ί



45,940 㻥月㻞㻡日䚷水シン䝫ジウムに㛵するᡴちྜわせ㻌
1,360 㻝㻜月㻣日㻌河道管理◊✲小委員会会議

104,400 㻝㻜月㻟㻝日～㻝㻝月㻝日䚷水工学ᨭ部会䚷䝞ス䝺ンタル
43,450 㻝㻝月㻣日䚷ྎ㢼㻝㻥号水害現場どᐹ䚷Ⲩ川・入間川流域の◚ሐ䚷䝞ス䝺ンタル
16,705 㻝㻝月㻠日䚷第㻢㻠回水工学講演会䚷河川災害に㛵するシン䝫ジウム᪑㈝とㅰ金

32,342 㻝㻝月㻠日䚷第㻢㻠回水工学講演会䚷河川災害に㛵するシン䝫ジウム᪑㈝とㅰ金䚷

9,290 㻝㻝月㻝㻝日䚷水シン䝫ジウムᡴྜせ᪑㈝䚷
41,954 㻝㻝月㻝㻥日䚷河道管理◊✲小委員会᪑㈝（場所：河川㈈ᅋ䚷）
9,500 㻝㻝月㻝㻥日䚷河道管理◊✲小委員会᪑㈝（場所：河川㈈ᅋ䚷）
86,784 㻝㻜月㻟㻝日䚷水文◊✲集会（Ⓨ⾲者᪑㈝ᨭ⤥）
24,750 㻝㻜月㻟㻝日䚷水文◊✲集会（Ⓨ⾲者᪑㈝ᨭ⤥）
35,090 㻝㻝月㻝㻝日、㻝㻞日䚷水シン䝫ジウム㻞㻜㻞㻜第一回実行委員会ཬ䜃᰿川上流部ぢ学䚷
6,500 㻝㻝月㻝㻝日、㻝㻞日䚷水シン䝫ジウム㻞㻜㻞㻜第一回実行委員会ཬ䜃᰿川上流部ぢ学䚷
13,500 㻝㻝月㻝㻝日、㻝㻞日䚷水シン䝫ジウム㻞㻜㻞㻜第一回実行委員会ཬ䜃᰿川上流部ぢ学䚷䝺ンタ
29,780 㻝㻞月㻝㻝日䚷第㻥回流㔞㧗度のためのຮ強会䚷
7,100 㻝㻞月㻝㻝日䚷第㻥回流㔞㧗度のためのຮ強会䚷
33,440 㻝㻞月㻝㻝日䚷第䠓回流域管理と地域計⏬の㐃ᦠに㛵する㼃㻿䚷
8,840 㻝㻞月㻝㻝日䚷第䠓回流域管理と地域計⏬の㐃ᦠに㛵する㼃㻿䚷

400,000 水シン䝫ぐんま負ᢸ金䚷（ᐤ付金：㻝㻜、委員会予⟬：㻠㻜、ྜ計㻡㻜）
376,200 䜸ンラインシス䝔ムᨵ修（査読シス䝔ム等）
58,992 㻟月㻝㻣日䚷グローカル気候変動小委員会䚷㟘が㛵ᡴྜせ䚷
13,200 㻝㻜月㻞㻣日䚷第㻞回ᇶ♏水理部会䚷会場㈝䚷
16,260 㻤月㻞㻞日䚷水シン䝫ジウムしが䚷第一分⛉会䚷
8,500 㻤月㻞㻞日䚷水シン䝫ジウムしが䚷第一分⛉会䚷
30,540 㻣月㻟㻜日䚷水シン䝫ジウムしが䚷第一分⛉会事前ᡴྜせ䚷
34,590 㻟月㻞㻟日䚷水シン䝫ジウムᡴྜせ䚷山形䚷
8,327 㻟月㻞㻟日䚷水シン䝫ジウムᡴྜせ䚷山形䚷
88,000 䜸ンラインシス䝔ムᨵ修㻌㏣加

委員会Ί



2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020

फ ¥1,202,000 ¥1,215,000 ¥1,127,000 ¥680,000 ¥1,056,000 ¥1,038,000 ¥953,000 ¥986,000
¥1,581,000 ¥1,898,000 ¥1,981,000 ¥1,612,000 ¥1,372,000 ¥3,570,000 ¥4,178,000 ¥3,092,351
¥2,783,000 ¥3,113,000 ¥3,108,000 ¥2,292,000 ¥2,428,000 ¥4,608,000 ¥5,131,000 ¥4,078,351

ड़ࢩ ྃඇ ¥275,500 ¥259,600 ¥289,440 ¥448,656 ¥1,001,586 ¥435,654 ¥314,757 ¥0

ଠ ¥9,450 ¥4,761 ¥200,000 ¥200,000 ¥200,000 ¥200,000 ¥823,868 ¥0

ྃඇ ¥2,312,871 ¥1,550,360 ¥2,428,595 ¥1,328,050 ¥819,340 ¥954,045 ¥1,670,761 ¥0

ଠ ¥122,530 ¥58,529 ¥64,120 ¥265,754 ¥112,384 ¥625,517 ¥604,244 ¥0

ྃඇ ¥439,237 ？

ଠ ¥293,184 ？

¥0 ¥49,280 ¥63,982 ¥26,303 ¥98,788 ¥0 ¥0

¥2,774,676 ¥2,032,980 ¥3,092,793 ¥2,287,123 ¥2,421,940 ¥2,617,612 ¥4,146,051

合計

合計

水シンϛ

委員会
ˏ編集小

ͨଠ

ࠬ研究ඇ
ԋۜࢩै֨

部会・小
委員会

¥402,396¥54,325 ¥110,450 ¥46,656 ¥18,360 ¥189,842

予⟬②：
2020年度のᨭ出予定



水工学委員会 Ṕ代ᇳ行部

委員長 副委員長 幹事長 編集幹事長
2001 - 2002 砂田　憲吾 小松　利光 清水　康行
2003 - 2004 小松　利光 辻本　哲郎 田中　仁
2005 - 2006 辻本　哲郎 山田　正 道奥　康治
2007 - 2008 山田　正 中川　一 清水　義彦
2009 - 2010 中川　一 寶　　馨 関根　正人 田中　昌宏
2011 - 2012 寶　　馨 道奥　康治 篠田　成郎 大石　哲
2013 - 2014 道奥　康治 立川　康人 知花　武佳
2015 - 2016 中北　英一 中山　恵介 戸田　祐嗣
2017 - 2018 清水　康行 竹林　洋史 宮本　仁志
2019 - 2020 清水　義彦 二瓶　泰雄 鼎　信次朗

任期

2013年度以降，副委員長はᅾ

協議ԃ



（構 成）
第䠏᮲ 委員会の構成はḟのとおりとする
（1）委員会は，委員50名以内を以て構成する．
（2）委員会に委員長1名，幹事長1名およ䜃幹事を⨨く．
なお，ᚲせあるときは副委員長1名を⨨くことができる．
（3）委員会は事業を㐙行するためにᚲせあるときは，小委員会およ䜃部会をタけ≉定の事㡯につ
いて◊✲，調査等を行うことができる．
（4）幹事長，部会長およ䜃幹事は，幹事会を構成する．幹事会は，委員長を補బし，委員会の事ົ
をฎ理する．

水工学委員会内つ

（委員の௵期およ䜃選出）
第䠐᮲ 委員長・委員等の選出方ἲと௵期はḟのとおりとする．
（1）委員の௵期は2年とする．
（2）委員会の㐠Ⴀ上ᚲせと認められるときは，௵期‶委員を௵することができる．
（3）௵期༙ばで委員が代するときは，後௵委員の௵期は前௵者の௵期をᘬき⥅ぐものとする．
（4）委員の選出は，細๎による．
（5）委員長は前௵の委員௵期中の最終の水工学委員会において，委員の投⚊により選出する．なお，選
挙は委員長選挙細๎にᇶづいて行う．
（6）副委員長を⨨く場ྜには，委員長のᣦ名による．
（7）幹事長は，委員長のᣦ名による．



部門 委員会名 副委員長 部門 委員会名 副委員長
構造工学委員会 〇(2名） コンクリート委員会 ×
鋼構造委員会 〇(1名） 舗装工学委員会 ？？

地震工学委員会 〇(1名） 土木情報学委員会 〇(1名）
応用力学委員会 × 建設技術研究委員会 ×
複合構造委員会 〇(1名） 建設用ロボット委員会 ×
木材工学委員会 〇(1名） 建設マネジメント委員会 〇(3名）
水工学委員会 × コンサルタント委員会 〇(1名）

海岸工学委員会 〇(1名） 安全問題研究委員会 〇(1名）
海洋開発委員会 × 地下空間研究委員会 〇(1名）
地盤工学委員会 〇(1名） 環境工学委員会 ×

トンネル工学委員会 〇(1名） 環境システム委員会 ×
岩盤力学委員会 〇(2名） 地球環境委員会 〇(1名）

土木計画学研究委員会 〇(3名） 原子力土木委員会 〇(2名）
土木史委員会 〇(1名） エネルギー委員会 〇(1名）

景観・デザイン委員会 ×

Ⅰ部門

Ⅱ部門

Ⅲ部門

Ⅳ部門

Ⅴ部門

Ⅵ部門

Ⅶ部門

土木学会内のの委員会の≧ἣ

䘟副委員長᭷：19，ᅾ・᫂：10
䘟Ỵめ方は，委員長のᣦ名（推薦）が多数



副委員長について

䠘メリット䠚
・委員会㐠ႠのᏳ定，⥅⥆ᛶの⥔ᣢにつながる．
・（副委員長＝ḟ期委員長とすると）事の調整がし᫆い．
・委員長にが一があった時，代理となりᚓる（༴ᶵ管理ᑐᛂと
してはᚲせ）．

䠘デメリット䠚
・副委員長のỴめ方を変᭦するᚲせがあり
（委員長によるᣦ名でබᖹᛶがᢸಖされにくい）

・副委員長の事のᙺ割が᫂☜（それ䜋どない䠛）
・もし，副委員長を選挙でỴめる場ྜ，委員長選挙も䜔るとなると
ປ力がቑ
（䈜副委員長をḟ期委員長候補とした選挙の䜏を行う手はあり）


